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平 成 17年 度 の 発 掘 調 査 は 、 バ ブ ル 崩 壊 後 の 景 気 低 迷 期 と は

い え大 阪 府 内 に お け る 開 発 は 減 少 す る こ と な く 、 平 成 14年 度

以 降 4年 連 続 して 年 間 発 掘 調 査 面 積 は 増 加 し、 58,000ゴ を超

えて い ます 。

発 掘 調 査 した遺 跡 の 年 代 や 性 格 も多種 多様 で 、 四條 畷 市 所 在

の 蔀 屋 北 遺 跡 で は古 墳 時 代 の 馬 具 が 出 土 し、 日本 書 紀 に 記 載 の

あ る 「河 内 の 牧 」、「 河 内 の 馬 飼 い 」 との 関 係 が よ り明 確 に な

っ て き ま した 。 ま た 、 堺 市 所 在 の 余 部 日置 荘 遺 跡 の 調 査 で は溶

解 炉 が 確 認 され 、 こ ち ら も「河 内 鋳 物 師 」 あ る い は 「丹 南 鋳 物

師 」 との 関 係 が注 目 を集 め ま した 。

両 調 査 と も現 地 説 明 会 に は 多 くの 参 加 者 が あ り、 府 民 の 歴 史

へ の 観 心 の 高 さ を示 して い ます 。

大 阪 府 教 育 委 員 会 が 実 施 した埋 蔵 文 化 財 の 発 掘 調 査 や 普 及 啓

発 活 動 を ま と め た 『大 阪 府 教 育 委 員 会 文 化 財 調 査 事 務 所 年 報 』

も、 平 成 9年 度 か ら発 刊 して お り今 回 で 10冊 日 と な り ま した 。

今 後 と も、 文 化 財 の 普 及 啓 発 につ な が る よ う、 積 極 的 に現 地 説

明 会 を 開 催 す る一 方 、 年 報 の 充 実 に も努 め て ま い り ま す の で 、

な お 一 層 の ご協 力 と ご支 援 を賜 り ます よ うお願 い い た し ます 。

平 成 18年 9月

大 阪 府 教 育 委 員 会 事 務 局

文 化 財 保 護 課 長  丹 上  務

めは



例     言

1.本書は、大阪府荻育委員会文化財調査事務所年報第10冊である。

2.本書には、本府教育委員会が実施した平成17年度の発掘調査及び普及啓発活動等の記録を記載している。

3.埋蔵文化財調査の中の主要なものについては、その概要報告を掲載した。各概要報告の表題に示す数字

列及び番号は以下の内容を示している。

なお、概要報告表題の調査番号は第 3・ 4表の調査番号と一致する。

遺跡名 (平成17年度調査番号)

(1)所在地

(2)調査の原因となった事業

(3)調査担当者

4.各項の執筆分担は次のとおりである。

「平成17年度における埋蔵文化財調査の概況」      調査第一グループ 西日陽一
「調査概要報告」                   調査第一・三グループ

「平成17年度普及啓発・広報事業一覧」         調査管理グループ

「平成17年度大阪府教育委員会文化財保護課刊行物一覧」 調査管理グループ
「平成17年度資料の貸出。掲載・閲覧事業一覧」     調査管理グループ
「平成17年度文化財保護課・文化財調査事務所組織図」  調査管理グループ

5。 本書の編集は、調査管理グループが行った。

6。 本書は500部作成し、一部あたりの単価は408円である。
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平成17年度における埋蔵文化財調査の概況

1.調査面積と件数
平成17年度に実施した埋蔵文化財調査は79件、約

58,000ドであった。内訳は発掘調査が31件、確認調

査が15件、試掘調査が17件、工事立会が15件、分布

調査が 1件であった。確認調査15件のうち 6作、試

掘調査17件のうち 1件で発掘調査が必要と判断され

た。面積・件数とも16年度に比べ増加している。

調査原因別にみると、住宅が最大で15,453∬、つ

いで道路が12,712ド 、農林が9,068ば、河川が9,063

ドで、この 4事業で大部分を占める。地域別では、

北河内が20,923ド で最も多く、ついで南河内、三島、

泉北、泉南の順となり、豊能 。中河内 。大阪市は

1,000ド に満たない。

年度ごとの変化を見ると、調査面積は増加し続け

ている。調査原因では、年度ごとの変動はあるが、

住宅・農林・道路・下水の占める割合が高い。住宅

は10年度をピークに減少傾向にあったが、15年度か

ら増加に転じている。農林はほ場整備の終息に伴い、

15年度から減少に転じている。道路は皿年度に急減

したが15年度に急回復した。下水は13年度に急増し

たが、これは蔀屋北遺跡の調査が本格的に始まった

からである。河ナIIは 16年度に急増したが、これは、

桑原遺跡 (安威川ダム)の調査が本格的に始まったか

らである。

地域別でも年度ごとの変動はあるが、泉北・南河

内・北河内・三島の占める割合が高い。泉南は、15

年度以降減少し続けている。

2.主要な調査
豊能地域

能勢町野端遺跡は、歩道設置に伴 う調査で、奈

良・平安時代の集落跡が検出され、製塩土器などが

出土した。他には、豊中市蛍池西遺跡で確認調査を

1件実施した。

三島地域

島本町桜井駅跡は、道路拡幅に伴う調査で、古墳

時代前期の溝や中世の溝・土坑を検出し、遺跡範囲

が拡大した。

茨木市桑原遺跡は、安威川ダム建設事業に伴って、

昨年度から調査を行っている。今年度は、中世の建

物跡・耕作痕を検出し、その下層から古墳時代後期

～飛J亀時代の群集墳を24基以上も検出した。

茨木市安威城跡は、道路拡幅に伴う調査で、平安

時代の掘立柱建物を検出した。古墳時代前期の土坑

から、小型の青銅鏡が出土した。

茨木市鮎川遺跡は、道路拡幅に伴う調査で、調査

区北側では、鮎川の旧流路を確認し、南側では、自

然堤防上に中世の集落を検出した。

摂津市千里丘遺跡群は、道路拡幅に伴う調査で、

縄文時代の石器集積遺構を検出した。

北河内地域

枚方市禁野本町遺跡は、府営住宅の建替えに伴っ

て、昨年度から引き続き調査が行われている。今年

度は、調査区の東・西側で谷地形を確認し、古墳時

代初頭の竪穴住居を検出した。

8年圧 9年度 10年匿 11年だ 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
面積 件数 面積 件勢 面積 眸数 面積 件勘 面積 件数 面 槽 14勘 面宿 昨数 面 稽 眸勘 面積 件数 面積 件数

l■  咤 10.696 16304 26,271 23,590 19,623 11,340 7,905 12,522 13.817 15,453 7
農  期 11,539 15,482 15.026 9.242 17 13817 15250 8147 1 12,441 7 10,308 6
道  艇 14,074 9,590 11.008 11.423 12712
下  水 7 4355 6 5,066 9 22,698 16,846 13,017 6 13,150 7 8,174
,可   ,II 9 2,351 7 3 1.389 4 5.204 5 9,063 2
葛  栖 1 844 7 1 680 1 1 425 3 526 8 1 9 7

そ の 他 207 7 2.046 9220 246 2,793
36842 54,131 57,782 44,035 52,185 54,721 38,507 52,385 54.292 58072

* 面積は�である

第 1表 原因別調査種別表

第 2表 地域別調査面積・件数一覧表

8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
面積 件数 面積 伴釣 面 椿 面積 伴如 面積 件数 面積 件数 面積 侍郷 面積 件数 面積 件数 面積 件数

大阪 市 6 0 2 258 5 6 2

泉  岸 2901 5,723 5 8,971 11

泉  Jヒ 6,760 7 15,359 5,922 6240 7.357
菊河 広 2,692 8 20,144 26,178 9,324 11,450 19,747 14.250 8.388 16.433 1

中 河 内 2,099 6.676 665 8,768 3,385 949 887 9
1し

'可

内 3,738 10,396 5 4.978 16.263 4 17.664 15.733 18.064 20,923
三  島 2.163 4 7 5,779 7 10,629 8 6,572 9 2,175 5,957 11 14_060 8 11.287 8
垂  縦 3.647 2 5,249 6.026 5 1 5 0 1 2

含  訂 36841 54,131 57,783 44,035 52,185 54,721 52.385 54.292 58072
* 画積は言である
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四條畷市蔀屋北遺跡は下水処理施設に伴う大規模

調査である。今年度は、昨年度からの続きで、E地

区の調査を行っている。古墳時代中～後期の竪穴住

居 。掘立柱建物跡 。大溝などの遺構を数多く検出し

た。井戸 2基には、大型船の船底材を断ち割って井

戸枠に転用していた。多種多様な遺物も大量に出土

し、陶質土器や非常に保存状況のよい鉄製品 。木製

品があった。鹿角を装着したままのヒョウ轡の出土

は、国内初である。

中河内地域

水道工事や交通安全施設整備に伴う小規模な発掘

調査や工事立会・確認調査を11件行った。

南河内地域

松原市堀遺跡は、道路新設に伴う調査で、中世の

水田を検出し、その下層から奈良時代の轍や人・牛

の足跡を検出した。

松原市新堂遺跡は、下水処理施設に伴う調査で、

縄文時代晩期の焼土塊を検出し、流路から弥生時代

後期、古墳時代前期の土器が出土した。

羽曳野市陵束遺跡は、道路新設に伴う調査で、古

墳周溝の可能性がある溝や小型円筒埴輪 3本を使用

した埴輪棺を検出した。

河南町平石遺跡は、ほ場整備工事に伴う調査で、

平安時代後期の建物跡を検出し、古墳時代前期 (布

留式)。 中期の須恵器が出土した。

泉北地域

堺市鳳東町 4丁遺跡は、庁舎改築工事に伴う調査

で、奈良時代の大溝や掘立柱建物、柵列を検出し、

長さ3mの木製樋管や縄文時代後期～晩期前半の土

器、石器が出土した。

堺市陶器遺跡、陶器千塚、陶器南遺跡は平成 3年

度以来、ほ場整備工事に伴って調査を続けている。

今年度の調査では、古墳時代後期の古墳周溝や飛J亀

時代の溝、鎌倉時代の屋敷地を検出した。

堺市余部日置荘遺跡は、道路新設に伴う調査で、

平安時代後期から鎌倉時代の鋳造工房を伴う屋敷地

や条里清を検出した。鋳造工房には、 2カ所の溶解

炉、鉄滓廃棄坑、炉壁廃棄坑などがあった。

和泉市府中遺跡は、道路拡幅に伴う調査で、弥生

時代中期の方形周清墓を 2基検出した。

泉南地域

岸和田市下池田遺跡は、府営住宅の建替えに伴う

調査で、弥生時代の土坑、鎌倉時代の井戸、南北朝

時代の落ち込みを検出し、瓦器や瓦が出土した。

大阪市域

昨年度から継続の加美遺跡の小規模な発掘調査と

諏訪遺跡の確認調査を行った。

3.遺物整理事業
総持寺遺跡、福井遺跡、新上小阪遺跡、吉井遺跡、

寺田遺跡、大町遺跡、下池田遺跡、平尾遺跡、萱振

遺跡、中畑遺跡、高校出土遺物整理の11件の遺物整

理事業を行った。福井遺跡Ⅱ、新上小阪遺跡、吉井

遺跡、萱振遺跡Ⅱの報告書を刊行した。残りについ

ては18年度以降も整理作業を続けていく予定であ

る。

また、雁屋遺跡、大堀遺跡、新堂遺跡の報告書を

刊行し、中畑遺跡Ⅱ、千里丘遺跡群、安威遺跡 。安

威城跡、桑原遺跡、蔀屋北遺跡Ⅲ・Ⅳ・V、 加納古

墳群・平石古墳群 V、 陶器千塚・陶器遺跡Ⅱの概要

を刊行した。

4.現地説明会
蔀屋北遺跡と余部日置荘遺跡で、現地説明会を開

催した。

グラフ1 原因別調査面積の推移 グラフ2 地域別調査面積の推移
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調査番号 遺 跡 名 所 在 地 種別 調査開始 調査終了 調査面積 担当者 事業課 事業名

05001 蔀屋北遺跡 E コ條畷市蔀屋・砂 鋤 16年度から継続 平成 18年 1月 20日 3,140市 岩瀬 下水道課
寝屋川流域下水道事業

なわて水環境保全センター

05002 桑原遺跡 茨木市桑原 鰤 16年度から継続 平成 17年 5月 20日 S,180市
瀬

江
一
堀

河ナ|1室

ダム砂防課
安威川ダム建設事業

05003 屈遺跡 盗原市天美南 5丁目 発掘 16年度から継続 平成 17年 7月 25日 2,466浦 地村
交通道路室

街路課
都市計画遭路堺港大規線整備事業

05004 加美遺跡 大阪市平野区加美東 6丁 目 発掘 16年度から継続 平成 17年 4月 28日 240市 岡田 公園課 久宝寺緑地内橋梁整備事業

05005 北鳥池遺跡 東大阪市若草町 825 立会 平成 17年 4月 18日 平成 17年 5月 24日 ―瀬
水道部東部

水道事業所
枚岡ポンブ場入管布設工事

05006 余部日置荘遺跡 堺市美原町北余部 発掘 平成 17年 7月 14日 平成 18年 3月 24日 4,623言 阿部
交通道路室

道路整備課
主要地方遭大阪狭山線道路改良事業

05007 招提中町遺跡 枚方市東牧野町 発掘 平成 17年 5月 16日 18年度に継続 11056� 横田
住弔維宮蜜

住宅整備課
府営枚方東牧野住宅建替え

05003 橋本野岸ノ下進跡 貝塚市橋本 確認 平成 17年 5月 17日 平成 17年 6月 30日 384∬ 三 木
住宅経営室

住宅整備謀
府営貝塚橋本第 2住宅建替え

OS009 池島・福万寺遺跡 八尾市福万寺町 7丁 目 立会 平成 17年 5月 30日 平成 17年 6弓 2日 ―瀬
水道部東部

水道事業所
配水管布設 (上工連結管八尾北分岐)

05010 土師ヶ町遺跡 藤井寺市御舟町 発掘 平成 17年 5月 30日 平成 17年 10月 31日 600 nf 嘲
関
教育委員会

施設課
下水道放流切替工事

05011 三宅西 4丁 目遺跡 松原市三宅西 4丁 目 確認 平成 17年 6月 6日 平成 17年 6月 10日 18∬ 枡本
交通道路室

交通対策課
府道大堀堺線拡幅事業交差点改良工事

05012 鳳東町 4丁遺跡 堺市鳳東町 発掘 平成 17年 6月 6日 平成 18年 1月 31日 2,284言 三木 行警施設謀 大阪府堺南警察署庁舎改築工事

05013 遺跡外 岸和田市岡山町 試掘 平成 17年 6月 10日 平成 17年 6月 10日 180言 藤澤
交通道路室

交通対策課
一般府道二林岡山線整備事業

05014 下池田遺跡 岸和田市下池田町 3丁目 発掘 平成 17年 6月 20日 平成 17年 8月 2日 567浦 西口 住宅整備課 府営岸和国下池田住宅建替え

05015 新堂遺跡 松原市新堂 確RB 平成 17年 6月 13日 平成 17年 9月 2日 80∬ 藤澤 下水道課 西除川右岸雨水 B幹線建設

05016 禁野本町遺跡 枚方市禁野本町 発掘 平成 17年 6月 9日 平成 17年 11月 25日 3,400浦 井西
住宅経営室

住宅整備課
府営枚方住宅建替え

05017 陶器遺跡・陶器千塚 堺市陶器北 発掘 平成 17年 6月 20日 平成 18年 2月 17日 3,117 nf 上 林
室

課

政

備

農

整
府営集落基盤整備事業「陶器北地区」

05018 上の山遺跡 交野市私部西 4～ 5丁 目 確認 平成 17年 3月 15日 平成 17年 4月 22日 200浦 奥
交通道路室

道路整備課

一般国道 168号 線 (都市計画道路枚方大
和高田線、天の川磐船線)道路改良事業

05019 日井中進跡 八尾市田井中 2丁目 確認 平成 17年 7月 11日 平成 17年 7月 11日 10∬ ―瀬
交通道路室

交通対策課
八尾道明寺線交通安全施設等整備事業

05020 大和ナ1今池遺跡 松原市天美西 鰤 平成 17年 6月 23日 平成 18年 3月 17日 1,814 nf 杉本 下水道課 今池処理場建設

05021 太井遺跡 堺市美原町北余部 発掘 平成 17年 7月 12日 平成 18年 1月 31日 160ド 阿部
教育委員会

施設課
下水道放流切替工事

05022 蛍池西遺跡 豊中市蛍池西町 確認 平成 17年 7月 5日 平成 17年 7月 6日 10� 辻本 下水道課
猪名 |十流域下水道空港貯留施設管渠築造

工事

05023 Ё跡外 (大尾隣接 ) 寝屋川市国守 試掘 平成 17年 7月 7日 平成 17年 8月 3日 10 nf 辻本
交通道路室

道路整備課
都市計画道路国守黒原線道路改良事業

05024 千
里丘 2丁目所在遁
跡

摂津市千里丘 発掘 平成 17年 7月 21日 平成 17年 10月 21日 200n4
瀬

川
一
小
交通道路室

街路課
都市計画道路千里丘三島線道路改良事業

05025
外跡

，

遺

接
(桜井駅跡隣

島本町桜井 1丁 目 試掘 平成 17年 7月 13日 平成 17年 7月 13日 100言
―瀬

岡田

交通遭路室

交通対策課
―般府道桜井駅線自歩遭整備事業

05026 大堀遺跡 松原市大堀 発掘 平成 17年 7月 19日 平成 17年 7月 25日 34言 枡本
交通道路室

交通奸策課
府道郡戸大規線拡幅事業

05027 府中進跡 和泉市府中町 発掘 平成 17年 7月 14日 平成 17年 9月 16日 165面 藤澤
交通道路室

街路課
都市計画道路和泉中央線整備事業

平石遺跡 河南町平石 発掘 平成 17年 3月 10日 平成 18年 3月 24日 4651 � 糾本
室

課

政

備

農

整
府営中山間地域総合整備事業「南河内こ
ごせ地区」

05029 遺跡外 茨木市大池 1丁目 12 試掘 平成 17年 7月 29日 平成 17年 7月 29日 24∬ 橋本
住宅供給公

社
大阪府住宅供給公社茨木団地建替え

05030 蔀屋北遺跡 F 四篠畷市蔀屋・砂 発掘 平成 17年 9月 1日 18年度に継続 2.000� 岡田 下水道課 なわて水環境保全センター

05031 新堂遺跡 松原市新堂 発掘 平成 17年 8月 19日 平成 17年 9月 9日 50言 地村 下水道課 西除サ1右岸雨水 B幹線建設

05032 堀遺跡 (その 2) 松原市天美南 5丁 目 発掘 平成 17年 9局 1日 平成 18年 3月 20日 1,614面 地村
交通遭路室

街路課
都市計画遭路堺港大規線整備事業

05033 遺跡外 (瓜生堂隣接 ) 東大阪市下小阪 立会 平成 17年 3月 23日 平成 17年 8月 26日 ―瀬
水遭部東部

水道事業所
東部水道事業所庁舎築造工事

OS034 久宝寺・跡部遺跡 八尾市跡部北の町 2丁目 立会 平成 17年 8月 23日 平成 17年 9月 21日 一 瀬
交通道路室

街路課
都市計画遭路久宝寺大田線整備事業

05035 遺跡外 大東市平野町 1丁目 試掘 平成 17年 8月 17日 平成 17年 3月 19日 29� 辻本
危機管理室

消防救助課
消防学校整備

05036 諏訪通跡 大阪市城東区諏訪 3丁目 確認 平成 17年 8月 22日 平成 17年 8月 22日 S nf 辻本 高校改革課 成城高校校舎建替え

05037 存中遺跡 (その 2) 和泉市肥子町 発掘 平成 ,7年 3月 24日 平成 17年 10月 12日 140∬ 藤澤
交通道路室

街路課
都市計画遭路和泉中央線整備事業

OS038 町器南遺跡 堺市的器北 発掘 平成 17年 11月 18日 平成 18年 3月 24日 1,246� 関
室

課

政

備

農

整 府営集落基盤整備事業「陶器北地区」

05039 久宝寺遺跡 八尾市久宝寺 確認 平成 17年 3月 22日 平成 17年 3月 23日 10∬ ―瀬
交通道路室

交通対策課
大阪港八尾線交通安全施設等整備事業

05040 下池田遺跡 (その 2) 岸和国市下池田町 3丁目 発掘 平成 17年 9月 9日 平成 17年 9月 9日 22ド 西 口 住宅整備課 府営岸和田下池田住宅建答え

05041 和泉寺跡 和泉市府中町 確HB 平成 17年 10月 24日 平成 17年 11月 2日 160� 藤澤
交通遭路室

街路課
都市計画道路大阪岸和国南海線整備事業
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調査番号 遺 跡 名 所 在 地 種別 調査開始 調査終了 調査面積 担当者 事業課 事業名

遺跡外 (胤高校) 堺市原田 150 試掘 平成 17年 9月 21日 平成 17年 9月 22日 28市 西 口
教育委員会

施設課
下水道放流切替工事

OS043 倉治遺跡 交野市倉治 確認
平 成 17年 10月 25

日

平 成 17年 10月 31
日

50市 辻本
交通道路室

道路整備課

主要地方道枚方大和高田線 (都市計画道

路村野神宮寺線)道路改良事業

OS044 安威城跡 茨木市東安成 1丁目 発掘 平成 17年 11月 4日 平成 18年 3月 1日 350言 奥
交通道路室

遭路整備課
主要地方道茨木亀岡線道路整備事業

05045 桑原遺跡 (その 2) 茨木市桑原 発掘 平成 17年 11月 4日 18年度に継続 3,883市
周川室

ダム砂防課
安成川ダム建設事業

05046 鮎サ1遺跡 茨木市鮎川 発掘 平成 17年 11月 2日 平成 18年 3月 31日 1,470∬ 井西
交通道路室

街路課
都市計画道路富田目垣線整備事業

05047 西福井造跡 茨木市西福井 2丁 目 発掘
平 成 17年 11月 21

日

平 成 17年 11月 28
日

80市 ―瀬
交通道路室

遭路整備課
一般府道余野茨木線遭路改良事業

05048 金岡遺跡 堺市金岡町 立会
平 成 17年 11月 28

日

平 成 17年 11月 28
日

西口
農政室

整備課
金岡地区堂ケ池改修工事

05049 遺跡外 (孟正寺池 ) 岸和田市土生 試掘
平 成 17年 11月 28

日
平成 17年 12月 2日 35 nf 藤澤

農政室

整備課
府営ため池等整備事業

05050 茨田郡条里遺跡 寝屋川香里本通 確認 平成 17年 12月 5日 平成 17年 12月 5日 8∬ 辻本
交通遭路室

交通対策課
八尾枚方線交通安全施設等整備事業

05051 高井田横穴 相原市大字高井田 809 立会
平 成 17年 12月 12

日

平 成 17年 12局 12
日

―瀬
児童家庭室

施設課

児童自立支援施設大阪府立修徳学園第 8
学寮

05052 壺井第 1散布地 羽曳野市壷井 試掘
平 成 17年 11月 24
日

平 成 17年 11月 24
日

14 nf 料本
室

課

政

備

農

整
府営湛水防除事業

05053 遺跡外 羽曳野市壷丼 試掘
平 成 17年 12月 14
日

平 成 17年 12月 14
日

5� t4本
室

課
触
鈴

府営湛水防除事業

05054 星丘遺跡 枚方市高見合 確認
平 成 17年 12月 19
日

平 成 17年 12月 19
日

10言 辻本
水道部村野

浄水場
村野浄水場排泥池 排水池葉造工事

05055 太秦古墳群 寝屋川市打上 確認
平 成 ,7年 12月 21
日

平 成 17年 12月 21
日

15市 辻六
交通道路室

交通対策課
都市計画道路郡打上線

050S6 長尾遺跡 枚方市長尾元町 確認 平成 18年 1月 6日 平成 18年 1月 6日 5 nf 辻本
交通道路室

交通対策課
一般府道杉田口禁野線

05057 下池田遺跡 岸和国市下池田町 立会 平成 17年 9月 6日 平成 17年 9月 6日 西 口 住宅整備課 府営岸和田下池田住宅建替え

05058 西大井遺跡 藤井寺市西大井 発掘 平成 17年 12月 1日
平 成 17年 12月 25
日

80言 関 下水道課 大井処理場放流渠建設

05059 蔀屋北遺跡 D 四條畷市蔀屋・砂 発掘 平成 18年 1月 18日 平成 18年 2月 22日 1,000ド 岩瀬 下水遭課 なわて水環境保全センター

05060 野端遺跡 豊能郡能勢町山内 発掘 平成 18年 1月 16日 平成 18年 2月 23日 350� 辻 本
交通遭路室

交通対策課
一般府道亀岡能勢線歩道設置

遺跡外 泉南郡熊取町大久保 試掘 平成 18年 1月 17日 平成 18年 1月 24日 220∬ 西 口
交通政策課

道路整備課

都市計画道路大阪岸和田南海線道路改良

事業

05062 遺跡外 泉南郡熊取町大久保 立会 平成 18年 1月 24自 平成 18年 1月 24日 西口
交通道路室

交通対策課
一般回道 9日 )170号線歩遭設置工事

05063 楽音寺・太田川通跡 八尾市西高安町 1丁目 立会 平成 18年 2月 3日 平成 18年 2月 3日 ―瀬
水道部東部

水道事業所
副管弁設置工事

遺跡外 (麻生中新池) 民塚市麻生中 立会 平成 17年 12月 21日 平成 17年 12月 21日 西 ロ
室

課

政

備

農

整
府営ため池等整備事業

05065 丸山 平塚古墳
藤井寺市恵美坂 2丁 目
羽曳野市島泉 8丁 目

確認 平成 18年 2月 20日 平成 18年 3月 14日 224言 三 木
交通遣路室

街路課
都市計画遭路八尾富田林線

05066 池上曽根通跡 和泉市池上町 試掘 平成 18年 1月 20日 平成 18年 1月 20日 1市 西口
交通道路室

交通対策課
主要地方遭泉大津美原線

05067 遺跡外 泉佐野市日根野 1093 試掘 平成 18年 1月 31日 平成 18年 1月 31日 2雨 西 口
交通道路室

交通紺策課
日根野羽倉崎線歩道設置

05068 遺跡外 貝塚市木積 試掘 平成 18年 2月 3日 平成 18年 2月 3日 2耐 西 日
交通遭路室

交通対策課
一般国遭 (旧 )170号線歩道設置

OS069 雁屋遺跡 四篠畷市雁屋 立会 平成 18年 2月 23日 平成 18年 3月 20日 岩 瀬
教育委員会

施設課
四條畷高校埋設管移設

05070 脇浜遺跡 貝塚市西町～脇浜 立会 平成 18年 3月 3日 平成 18年 3月 3日 上林
交通道路室

交通対策課
一般府道塚阪南線歩道整備工事

05071 遺跡外 泉佐野市鶴原 試掘 平成 18年 3月 17日 平成 18年 3月 17日 S市 上林
交通道路室

交通対策課
一般府道泉佐野熊取線歩道整備工事

05072 陶邑窯跡群 和泉市鍛治屋町
布

査

分

調
平成 18年 3月 9日 平成 18年 3月 9日 西口他

環境農林氷

産総務課
柑橘母樹園跡地

05073 太秦遺跡 寝屋川市太秦高塚町 立会 平成 18年 3月 16日 平成 18年 3月 16日 岩瀬
水道部東部

水道事業所
水道管埋設

05074 弓削遺跡 八尾市志紀町南 4丁 目 発掘 平成 18年 3月 20日 平成 18年 3月 31日 30言 ―瀬
水道部東部

水道事業所
維持管理用人孔設置工事

05075 久宝寺題跡 八尾市神武則 立会 平成 18年 3月 20日 平成 18年 3月 20日 ―瀬 下水道課 竜華水環境保全センター送泥管築造工事

05076 東郷違跡 八尾市本町 1丁 目他 立会 平成 18年 3月 27日 平成 18年 3月 27日 ―瀬
交通道路室

街路課

主要地方道大阪港八尾線他電線共同溝整

備工事

05077 遺跡外 (登美丘高校) 堺市西野 51 試掘 平成 17年 7月 19日 平成 17年 8月 2日 10� 西 口
教育委員会

施設課
下水道放流切替工事

05078
遺跡外 (東 百舌鳥高

校 )
堺市土塔町 2377‐ 5 試掘 平成 17年 7月 22日 平成 17年 7月 22日 6市 西口

教育委員会

施設課
下水道放流切替工事

05079 遺跡外 堺市新金岡町 2丁 S番 試掘 平成 17年 6月 30日 平成 17年 7月 4日 200言 藤澤 府警施設課 大阪府警察金岡単身寮改築工事

第 4表 平成17年度調査箇所一覧表 (2)
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第 1図 調査位置図
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や きた陽蔀屋北遺跡 (o5001)
(1)四條畷市砂・蔀屋
(2)なわて水環坊保全センター

(3)岩瀬 透

|よ じめに

なわて水環境保全センター建設に先立って平成13

年度より実施されている蔀屋北遺跡の発掘調査は、

平成16年度までに水処理施設 (A・ B・ C)地区、
ポンプ棟 。沈砂池 (D)地区が終了しているが、平
成17年度には平成17年 1月 に着手した砂ろ過施設

(E)地区3,140ド が平成18年 1月 に、平成18年 1月
に着手した沈砂池 (D-2)地 区下層の調査が平成
18年 2月 に終了した。現在は管理・送風機 (F)地
区の調査を実施している。

E地区の調査概要

E地区では 9面の遺構面を確認した。

調査区の東半部を北東から南西方向に延びる里道

がみられたが、これはB地区でも平安時代後期以降
の面で確認されている人丁堤道で、里道は堀溝地区

へ続いている。調査前には里道の北西狽1に牛の飼育

施設が存在していたが、この施設によって本来は存

在していたはずの近世以降の耕作地は削平され、消

滅したものと思われる。

第 1面、第 2面では中世の耕作面、第 3面から第

7面では平安時代の耕作面が確認された。第 4面以

上の面には調査区内に人丁堤道が存在するが、第 4

面では讃良郡条里の地割りに沿った畦畔がみられ、

出土した遺物から11世紀に比定される。これは讃良

郡における条里制施行開始の時期と合致する。

第 6面と第 7面も耕作地を確認したが、これらの

面では条里の地割り方向と異なった畦畔をもつ小区

画水田が調査区の北半部で検出された。出土遺物か

ら第 7面が 9世紀、第 6面が10世紀に比定できる。

また、第 7面では調査区の南東端部付近で溝、土坑

などの、耕作地以外の土地利用を窺わせる遺構が検

出されており、A類黒色土器、土師器などが出土し
ている。

第 8面では調査区南東端部付近で竪穴住居、掘立

柱建物、清など集落を構成する遺構が検出された。

これらには 6世紀末と8世紀のものがある。

第 9面が古墳時代中期から後期の遺構面で、 5世

紀初頭から6世紀前半に比定される遺構が検出され

た。

調査区の中央部を緩く弧を描きながら南北に縦断

する、幅10mか ら20mの大溝が検出された。この大

溝は集落の西端を限定するものと思われる。集落外

にあたる西肩部はT.P.± Om付近、集落内の東肩部
はT,P,+1,3m付近で、集落は周辺より1.3m以上高

い位置に展開していた。

溝の埋土は概ね三層に分層でき、各層から土器、

木製品、鉄製品などの、 5世紀初頭から5世紀末の

遺物が大量に出土した。特に注目されるのは鉄製品

で、鎌、刀子、鏃、銀轡などがあり、錆による劣化が

少なく本来の形状が明瞭に把握できるものが多い。

大溝の東側には竪穴住居址 9棟、掘立柱建物跡11

棟、井戸 4基などからなる集落域が展開する。井戸

が 4基検出されたが、そのうちの 2基は掘方の一部

が重複していた。ともに準構造船の船底材を転用し

た井戸枠がみられ、一方が 5世紀前半、他方は 5世

紀後半のものと考えられた。

D-2地 区下層の調査概要
D地区では、調査終了時に下層の上層観察を目的

として断ち割り調査を実施したが、その際に東半部

の沈砂池地区にあたるD-2地 区の、T.P.-0.3m付
近の面で遺構が確認されたので、安全対策を施した

上でD-2地 区のみ再度調査することとした。
その結果、D-2地 区の東半部で方形周溝墓1基、
円形の竪穴住居址 1基、掘立柱建物跡1棟をはじめ、

溝、上坑、ピットなどからなる集落跡が認められ、

これらの遺構から弥生式上器、石器、木器などが出

土した。出土した土器からこれらの遺構は弥生時代

中期前半のものと考えられた。

まとめ

従前の調査成果から、蔀屋北遺跡の古墳時代集落

は百済から渡来した馬飼い集団が営んだ、いわゆる

「河内の牧」の一部にあたるとされてきたが、E地

区の調査ではこれを追認するとともに、集落の形成

時期が 5世紀初頭からという結果が得られ、これま

で 5世紀中葉と考えられてきた河内の牧の成立の時

期が、少なくとも5世紀前半まで遡る可能性がある

ことがわかった。

古墳時代前期以前の様相については、これまでの

調査では遺物が散発的に出土してはいるが、遺構は

確認されなかった。しかし、今回D-2地 区下層の
調査で、小規模ではあるが東半部で調査区の北東側

へ広がりを窺わせる弥生時代中期の集落が検出され

たことで、古墳時代前期以前の様相も徐々に明らか

になってきた。
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第 2図 調査区位置図

第 3図  E地区 古墳時代中期遺構面 第 4図  E地区 井戸 4

第 5図  D-2地 区下層 弥生時代中期遺構面



堀遺跡 (o5003・ 05032)
(1)松原市天美南5丁目地内
(2)都市計画道路堺港大堀線整備事業
(3)地村邦夫

tよ じめに

昨年度に引き続き、堺港大堀線整備事業に伴う調

査を実施した。調査区は東西二ヶ所あり、東側の調

査区をD区 (調査番号05003)、 西側の調査区をC区

(調査番号05032)と している。

調査の結果

試掘調査の結果に基づき、D区では地表面下0。 8
m前後、盛土が厚いC区では1.2～ 1.4m前後を重機
で掘削し、以下を人力で掘削した。各層の上面で精

査を行い、遺構、遺物の検出に努めた結果、遺構面

4面を確認した。

第 1面 本面は近世の遺構面である。遺構面のレベ
ルはおおよそT,P.■ 2.4～ 12.8mで ある。主な遺構は

井戸、土坑、溝である。井戸はすべて近世末～近代

のものであり、近世の用水路と考えられる溝を切っ

ていることから、調査区付近が集落域となるのは近

世末以降のことと推測された。

第 2面 本面は中世の水田面である。遺構面のレベ
ルはおおよそT.P.+12.1～ 12.4mで ある。C区では畦
畔の残りがよく、当時の条里地割りを復元する手が

かりになりそうである。遺構面直上および水田耕作

土から出土した遺物には瓦器椀、上師器小皿の小片

がある。いずれも小片だが、概ね12～ 13世紀代に収

まると考えられる。

第 3面 本面は平安時代と推測される水田面であ
る。遺構面のレベルはおおよそT.P.+11,7～ 12.lmで

ある。第 2面に比べ畦畔の残りは良くなかった。出
土遺物の大半は古墳時代後期～奈良時代のものであ

るが、第 2、 4面の時期を勘案すると本水田は平安

時代に下る可能性が高い。

第 4面 本面は奈良時代の遺構面である。遺構面の
レベルはおおよそ■P.+11.4～ 12.Omで ある。道路状

遺構、轍、足跡を検出した。道路状遺構の方向は

N-62° 一Eで、D区中央部からC区中央部にか
けて検出している。轍の方向は南北方向で、並行す

る轍の間隔は1.45～ 1.5mで あった。足跡は牛が多い。

道路状遺構と轍、足跡は切り合い関係から轍、足跡

の方が新しいことが判明している。遺物には古墳時

代後期～奈良時代の土師器、須恵器小片がある。

まとめ

今回の調査では遺構面 4面を検出した。昨年度調
査に引き続き、奈良時代に調査区周辺が開発された

ことを確認 した他、平安時代以降、条里水田が営ま

れ、近世には集落域が広がる様子を伺 うことができ

た。

第 7図 調査区位置図

第 8図  D区第 4面 (西から)
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跡遺早壮
き置
ひ
由ＨＨ
べ部流余 (05006)

(1)堺市美原町北余部地内

(2)府道大阪狭山線建設

(3)阿部幸一

調査は、道路建設計画に伴って平成15年度から継

続して実施しているもので、阪和道と府道堺富田林

線の間を 2調査区 (A、 B地区)、 昨年度の続きと

なる阪和道北側も2調査区 (C、 D地区)の 4調査
区に分けて行なった。

遺構の概要

A,B調 査区では耕作溝や幅の狭い溝、中世以前
の蛇行する河道を検出した。隣接する15,16年度調

査区の府道南側や阪和道の北側でも遺構は少なかっ

た。荒蕪地であったと考えられる。

C、 D地区では平安時代後期から室町時代前期頃
までの溝で区画された屋敷地や、鋳・鍛造遺構、井

戸、池跡等を検出している。

C地区 16昨年度の調査で、屋敷地の南区画溝、池
や多数の柱穴を検出した。今年度の調査では、屋敷

地南西端の池から北に延びる西区画溝、柱穴群や土

坑、井戸等を検出した。屋敷地の北端を里道下で検

出した清とすると、屋敷地は南北約35m、 東西30m

以上の規模となる

D調査区 南端で東西溝と池を検出した。清は現里
道とは方向が少し異なるが、中世の坪堺を画するも

のであろう。池は南北約 5m、 深さ1.2mを 測る。

中世後期の溜池であろう。里道の北約40m間は、地

山が礫混粘質土で、建物跡はあるものの遺構密度は

低い。また、C区屋敷地に続く西清は確認できない。

北部では西区画溝の続きと北区画溝、溶解炉跡 2ヶ

所、鉱滓や炉壁片を棄てた土坑、井戸、土師器皿が

詰まった土坑、井戸、多数のピットを検出した。溶

解炉の周辺では鋳造時に利用されたと思われる土坑

や鋳造祭祀に関わる土師器皿を埋納したピットを検

出している。

唇 。
中 聾 ゝ

溝   げ        嘗

i。ゎ雹縄E≧≧童ξ,ざ

調査区位置図 (1/26,700)
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第10図  C・ D区遺構全体図 (1/600)



おおとりひがしまち 4 ちょう

鳳東町 4丁遺跡 (o5012)
(1)堺市中区鳳東町地内

(2)堺南警察署庁舎建て替え

(3)三木 弘

本遺跡は、堺南警察署の建て替えに先立ち、平成

16年度に試掘調査を実施した結果、新規発見した遺

跡である。警察署敷地部分を遺跡範囲とし、「鳳束

町 4丁遺跡」と命名した。以下に記すように、発掘

調査の成果は大きく、当該地周辺の歴史を捉える上

で重要な遺跡であることが判明した。

調査前に庁合の解体を行なったが、遺跡への影響

を考慮し、基礎部分は除去しないまま残した。その

ため建物基礎やその掘方により、遺構は寸断されて

いた。

機械掘削により60～ 140cmの盛土および攪乱を除

去すると、中世整地土であるオリーブ灰色粘シル ト、

古代の整地上である灰黄色粘シル ト、あるいは最終

遺構検出面であるやや青味のある灰色粘土が現われ

る。中世整地土は調査区の北東半に広がっている。

本調査における最大の成果は、調査区の西辺を北

流する大溝の発見である。上述のように建物基礎や

攪乱に分断され、さらに西岸が調査区外にあるため

全容を捉えることはできないが、断片的な状況を重

ね合わせると、溝幅は 6～ 8mと 推定できる。深さ

は検出面から1.4mで あるが、本来はさらに深いと

考えられる。

この大溝は北西方向から緩やかに北に向きを変え

つつ北上している。この湾曲形状は遺跡の西に位置

する中位段丘の崖線と一致していて、崖線下の地形

に沿って掘削されている。この大溝の上面で長さ3

m、 直径60cmの樋構を検出した。出土状況から、溝

の埋没に伴って廃棄されたとみられる。

この大溝の東 1～ 2m程に、幅 lm、 深さ20～ 40
cmの溝が大清とほぼ平行して北上し、調査区北半で

はさらにその東に幅10cm、 深さ10cm程の小溝が北上

したのち調査区北辺付近で東方に屈曲していた。こ

の小溝には、東に広がる水田域につながる通水路が

ある。つまり、大溝を幹線水路とし、平行する 2条

の清に水を配 しながら水田に供水 したと考えられ

る。

出土遺物から、現時点では、大溝は奈良時代に開

削され、平安時代後半に埋没したと考えている。こ

のことから、本遺跡の南約 2 kmに ある、行基による

築成と伝えられている鶴田池との関係が留意され

る。このように鶴田池から大J亀方面にかけての古代

における土地開発を解明する上で重要な手掛かりを

得た。

清や水田以外には、 2× 2間 とみられる2棟の掘

立柱建物や柵列なども発見された。掘立柱建物は、

一部の柱穴が古代整地土下で検出されたことから、

古墳時代に遡る可能性が高い。

また遺構検出面下の基盤層中において、縄文時代

後期～晩期前半の上器と石器が出土した。石器には

石鏃、刃器、磨石、石皿のほか、サヌカイトの剥片

も多く、調査区周辺で石器製作が行なわれていたこ

とを示唆する。

第11図 調査区全体図

第12図 木樋検出状況
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しもい 1す だ

下池田遺跡 (o5014・ 05040)
(1)岸和田市下池田町 3丁目

(2)府営岸和田下池田住宅建替え

(3)大阪府教育委員会 西口陽一

1.調査方法
平成16年度に続き、府営岸和田下池田住宅建替え

工事に伴う発掘調査を実施した。本年度の調査区は、

外周道路の延長63m部分 (567だ )と 集会所部分

(22ド )である。地表下1.2mま でを機械 。人力掘削
し、記録保存の処置を施した。

2.調査結果
(外周道路)長 さ63m幅 9mの長方形の調査区で
ある。厚さ40～ 60cmの新盛上の下に、旧の耕土層が

ある。調査区の南東寄りの部分では、幅12～ 13mに

わたって、高台部分があり、その部分からは、古い

時代の遺構が検出された。調査区の北西部分および

南東部分は、後世の田圃造成により、削平を受けて

いたらしく、削り残された遺構や新しい時期の遺構

しか検出されなかった。

高台の上から検出された遺構には、埋土が黒褐色

シル トの土坑が 2基あった。南側の土坑 4は不整形

な楕円形土坑で、埋土中から弥生土器の細片 1点が

出上した。

調査区の南東部分からは、中世以降の落ち込みと

井戸が各 1基、検出された。落ち込みは、なだらか

に径 5m程の部分が半円形に深さ25cmほ ど落ち込ん
でいたもので、内部に瓦片や石が固まって出土した。

南北朝時代の瓦質甕やすり鉢片も出土 したことか

ら、その時期に、投棄されたものと判明した。井戸

は、調査区の南西角に半分だけが検出されたもので、

推定幅2.6m以上の方形・素掘りのもので、埋土中

から、多数の鎌倉時代後期の瓦器椀・土師器小皿・

東播甕の他、断面に煤が付着した瓦片や長さ18cm厚

さ 5 cmの紅簾片岩石材・檜製の曲物桶片なども出土

した。土師器羽釜は、ほとんど完形になるもので、

一括投棄されたものと考えられた。

(集会所)長 辺の長さ7.lm、 短片の長さ3.lm、 幅
2,2mの L字形の調査区である。厚さ lmの新盛土
の下に旧の耕土層があって、その下が即地山であっ

た。地山直上に土器片が 4点、鉄器 (釘 ?)カミ1点

出土したのみで、遺構は検出されなかった。地山直

上には、灰色砂礫層が厚さ5～ 10cmほ ど堆積してい

た。時期不明の洪水砂層と考えられた。

3.ま とめ

今回の調査によって、下池田遺跡のすぐ近くに、

火災を受けた中世寺院の存在すること、中世に田圃

造成がなされた可能性のあることなどが推定 され

た。

テ0100m

第13図 調査区位置図

第14図 井戸内土師羽釜出土状況 (南西から)

第15図 集会所調査状況 (南西から)
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しんどう

新堂遺跡 (o5015・ 05031)
(1)松原市新堂一丁目地内

(2)西除川右岸雨水 B幹線下水管渠築造工事

(3)地村邦夫・藤澤真依

はじめに

今回の調査は、西除川右岸雨水B幹線の下水管渠

築造工事に先だって実施した。まず調査対象地であ

る発進立坑隣接地で確認調査を実施したところ、弥

生時代中期以前に遡る可能性がある焼土塊がまとま

って出土したことから、発進立坑内での発掘調査を

実施した。

確認調査の結果

確認調査では、地山層である黄褐色粘土層上面で

焼土塊が出上した。地山層上面のレベルはT,P.+22.0

m前後である。

焼土塊は地山面直上で長さ2.2m、 幅0.6～ 0。 7m程

度の範囲にまとまって出土した。この場所に設置さ

れ、そのまま潰れたことを伺わせる出土状態であっ

た。全体の形状は不明だが、径10cmほ どの穴をあけ

た筒状の部位や木芯を入れて形成 している部位な

ど、特異な形状、構造が認められる。周囲の土層に

は炭片が多数含まれており、地山面にも火熱による

と考えられる変色が見られたことから、火熱を受け

る性格の遺物であることが想像された。

焼土塊の時期を示す遺物は出土しなかったが、上

層より弥生時代中期の土器片が出土したことから、

それを遡る可能性が考えられた。

発掘調査の結果

発掘調査では、確認調査結果に基づいて現地表面

から1.lmを重機により掘削、以下の上層を人力で

掘削し、都合 4面を調査した。

第 1面のレベルはT,P,+22,7m前 後である。流路

2条を検出した。 1条は東西方向の流路で、埋土の

下層から庄内～布留期の土師器片が少量出土した。

もう1条は上層から掘り込まれた古代以降の流路で

ある。本面の時期は古墳時代前期と考えられる。

第 2面のレベルはT.P.+22.6m前 後である。東西方

向の流路 l条を検出した。弥生土器片、サヌカイト

製スクレイパー、剥片が出上した。本面の時期は弥

生時代後期と考えられる。

第 3面のレベルはT.P.+22.15m前 後である。遺

構 。遺物とも検出されなかった。

第 4面は地山面であり、レベルは■P.+22.Om前後

である。確認調査では多数の焼土塊が出土したが、

本調査区内では遺構・遺物とも検出されなかった。

まとめ

確認調査で出上した焼土塊については、木芯 2点

について炭素年代測定をおこない、BP2,774± 23、

BP2,868± 23(暦年較正用年代)と の結果を得た。
これは調査の所見とも矛盾しないことから、第4面

は縄文時代晩期に比定し、焼土塊は屋外炉の可能性

を想定しておきたい。また第 4面が縄文時代晩期と

すると、第 3面の年代は弥生時代前～中期に収まる

ものと考えられる。今回の調査は小規模なものでは

あったが、本遺跡の変遷の一端を伺うことができた。

確認調査区

焼土塊出土状況 (西から)

1‐

!

1'

第16図

第17図
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遺劫町磁本や野訪嶽一ボ 跡 (o5016)
(1)枚方市禁野本町地内
(2)府営枚方住宅建て替え

(3)井西貴子

|よ じめに

本遺跡は、天野川右岸の枚方台地から舌状にはり

だす台地の突端に位置する。調査区の】ヒ側を東西方

向に通る現道は、台地を切断して作られたものであ

る。平成16年度から2カ年にわたって発掘調査が実

施された。

調査成果

標高 ■P,32.8m
地形 台地上。地形は西・南側に落ちる。
基本層序 府営住宅整地土 (約 30cm)、 旧耕土・床
土 (約25cm)は、調査区全体に堆積する。

① 包含層 第 1層 層厚10cm。 須恵器・土師器の
小片出土。時期の詳細は不明。

② 包含層 第 2層 層厚10～ 30cm。 須恵器・土師
器の小片出土。時期の詳細は不明。

③ 包含層 調査区の北端に堆積。
遺構 全体的に遺構面上面の削平が著しく、遺構の
残存状態は非常に悪い。時期は、出土遺物、堆積土

層、包含層の層序から判断した。遺構面は基本的に

1面である。

弥生時代 溝 (2条 )。 清74(検出長2.2m)と 86
(検出長5。3m)は南北に直線で伸びる溝で、間を撓
乱で切られるが、埋上の堆積状況、断面形状、出土

遺物から同一の溝である可能性が高い。

古墳時代 方形竪穴住居 1基
上面を削平されているため竪穴壁が残っていない。

標高32.4m。 壁清幅0.1～ 0.2mで部分的に 2条に分
かれる。弥生時代の溝を切っている。主柱水 4基。

直径0.3～ 0.4m、 深さ0.2～ 0,3mの 円形を呈する。遺

物は出土しなかった。覆土から庄内並行期の土器の

細片が出土。他に土坑・溝 。小穴を検出。

平安時代 平成16年度調査では、平安時代に属する
掘建柱建物を検出したが、今年度の調査では確認で

きなかった。

中世から近代 包含層及び小穴から中世から近代ま
での遺物が出土した。

包含層出土遺物 弥生時代中期から近代までの遺物
が確認されたが、ほとんどの土器が細片であり詳細

な時期を決めるのは難しい。出土量はコンテナーに

2箱ほどである。

γ・‐51500

|

Y・‐5,480

|

Y・‐Si4SO

|

Y・‐51440             Y・ -31420

1  1
x=-130940

x=‐ 130940

x=‐ 130980

第18図 調査区全体図 (上が北 )
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”塚れ千き器わ陶跡遺き器め陶 (05017)

(1)堺市中区陶器北地内

(2)府営集落基盤整備事業「陶器北地区」

(3)上林史郎

l  iま じめに

最終年度の調査となる陶器遺跡 。陶器千塚の発掘

調査対象地は、遺跡の北限の東西約300m、 南北約

200mと広い範囲にわたっていた。調査区も、水路

などの切り盛りの関係で26ヶ所と多く、調査面積は

3,264ド に達した。調査は、平成17年 6月 20日 から

開始され、平成18年 2月 17日 にすべて完了した。

2 調査の成果
遺構では、 6世紀末棄の方墳の周溝、住居のカマ

ド、清や、14世紀前葉の掘立柱建物を含む中世屋敷

地の一角などが検出された。遺物では、遺構に伴っ

て須恵器や土釜、瓦器、土師器などがまとまって出

土している。特に、中世屋敷地では、方形に区画さ

れた大溝内で、建物や上坑、鋳物を鋳造していたと

考えられる炉跡などが検出されている。

ここでは主要な遺構について述べておきたい。

方墳の周溝  調査対象地の西南端、 2～ 4区で検
出された南北方向の溝である。幅4。 lm、 長さ14m

以上、深さ0,3mを はかる。中央に設定したあぜ断

面をみると、上層が黄色系粘質土 (0.2m)で、下

層が暗灰色系粘質土 (0.3m)に なっている。下層

からは、須恵器などが出土しており、方墳の周溝で

ある可能性が高い。ただ、一旦、北から真っ直ぐ続

いてきた本溝が西に屈曲することや、南壁で同様な

埋土をもつ別の溝が検出されていることから、もう

一基別の方墳の存在が考えられることになった。二

基の方墳の周溝は、切りあい関係が不明確で、清を

共有しているかのごとくである。これら二基の方墳

の築造時期は、 6世紀木葉と考えられる。

竪床式住居のカマ ド 調査対象地中央やや西寄り、
8区の中央付近では、地山が0.25mに わたって急に

落ち込んでいる。その直上には長さ7m、 厚さ0.15

mにわたって灰色粘上が堆積していた。おそらく、

地山が急に落ち込んだラインが方形の竪穴式住居の

北側の肩に相当し、本遺構は住居の北辺中央こ位置

するカマドと考えられる。埋土には炭や灰、焼土ブ

ロックなどが混じっていた。日頸部を打ち欠いた須

恵器壺や面をもつ拳大の石が出土しており、カマド

の支脚として利用されたのであろう。住居の規模は、

灰色粘土が水平に堆積している範囲の一辺 7mと 考
えられる。 6世紀末葉の構築であろう。

中世屋敷地 調査対象地中央やや東寄り、18区では

中世屋敷敷地に相当する遺構 。遺物が検出されてい

る。建物 1は、三間×三間の南北棟の建物で、その

規模は東西4.5m、 南北5,6mを はかり、面積は約25

ドである。この建物は火事に遭ったようで、各柱痕

には炭や灰が多く含まれていた。また、柱穴の中に

は、掘方内部に完形の土師器皿や瓦器椀を置いてお

り、地鎮の痕跡と考えられる。建物 1の廃絶後、程

なくほぼ同規模の建物2が重なるように構築されて

いる。溝055は建物 1と 建物 2の北側を洵状に区画

する溝である。溝063は 、東西方向の大溝で、検出

長16m、 上段幅 4m、 中段幅2.4m、 下段幅1.2m、

深さ0.5mを はかる。特徴的なのは、溝の外肩は一

段で真っ直ぐに掘られているのに対し、内側は緩や

かに二段に掘られている。屋敷地の北限を画す溝な

のであるう。周辺の調査結果から勘案すると、中世

屋敷地は束西60m、南北30mの大規模なものになる。

14世紀前葉には廃絶したようである。

⑥ 釣

潮  び留
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やま と がわいまいけ

大和川今池遺跡 (o5020)
(1)松原市天美西 7丁目 地内
(2)今池処理場内建設工事  (機械濃縮棟・管廊 。焼却炉棟)
(3)杉本清美

大和川今池遺跡は、松原市天美西、堺市北区常磐

町、大阪市住吉区庭井に跨って所在する遺跡である。

今回の調査は、今池水みらいセンター(旧称・今

池処理場)内の施設建設工事に伴い、 1区 (機械濃
縮棟・1250だ )、 2区 (管廊 。350∬ )、 3区 (焼却

炉棟 。370ぽ )において、平成17年 6月 から平成18

年 3月 まで発掘調査を実施した。

1区は、昭和63年度に発掘調査を実施した調査区

Cの東側、調査区DoE区 の北側、さらに調査区B
の南側に位置する。現地盤 (■P.+13.Om)か ら層厚

4mの盛上、及び旧耕上を機械で除去した後、人力
で遺構面の確認に努めた。第1面では、東西方向に

延びるスキ浦を検出した。直上包含層から瓦器椀片

などが出土した。第 2面は、調査区の西側に向けて

地山面がやや高く、東側は低くなり湿地状を呈す。

遺構として、南側から延びる数条の清と溝から一気

に北側へと浅い窪地状遺構が広がる。下層面では無

数の足跡が見られた。窪地状遺構の西側部では、高

邪脚部片、不身・蓋片などの須恵器片や土師器片が

南北方向の帯状に散在していた。窪地状遺構の東側

では区画する様に南北方向の畦畔が延びる。さらに

東側は低 くなり浅い不定形土坑がいくつかみられ

た。

2区は、 1区の東側に近接するもので、昭和63年
度に発掘調査を実施 した調査区Fの北側に位置す

る。 1区同様に、第 1面では東西方向のスキ溝を検

出した。第 2面では、南北方向に延びる畦畔と南側

から延びる数条の清、窪地状の不定形土坑を検出し

た。遺物は、溝内から須恵器片などがわずかに出土

した。

3区は、昭和54年度に発掘調査を実施した第5調

査区の北側に位置する。層厚約 4mの盛土、旧耕土

を除去すると、第1面 として南北方向のスキ溝を検

出した。耕作面は数層重なっており、南北方向のス

キ清と畦畔が確認できた。第 3面では、南西方向か

ら延びる溝、浅い不定形土坑が広がっていた。北側

はやや低くなり、東西方向の浅い自然流路跡がみら

れた。さらに、下層では旧河川跡を確認することが

できた。調査区の南側から北西方向にやや蛇行しな

がら延びる。検出することができた旧河川の上面幅

は10m以上を測る。黄褐色砂・細砂が約 lmの厚さ
で堆積していた。遺物は出土しなかった。

今回の調査では、古代において広域にわたり湿地

状況であったことがうかがえた。同遺跡内では、難

波大道跡が確認されている。時期的な関係の解明が

必要と考えられる。

第20図 調査区位置図

第21図  3区全景

-15-



太井遺跡 (o5021)
(1)堺市美原町北余部地内

(2)府立農芸高校下水道放流切替工事

(3)阿部幸一

この高校では牛舎棟建設時に発掘調査が実施 さ

れ、古墳時代後期の竪穴住居や掘立柱建物跡が検出

されている。今回、下水管切替え工事に伴い調査を

実施した。工事は、下水管敷設予定地を0.8～ lm
幅で掘削する。掘削深度は、北側と西側の実習施設

周辺は 1～ 1.5mで ある。一方、南エリア (A)は
1.5m近 く盛土されているため、2.5～ 3mの深さま
で掘削した。危険なため、断面観察に留めたが、遺

構、遺物は検出できなかった。運動場中央から南は

遺跡範囲外となっており、プール南東側 (C)では
河道堆積とみられる砂礫層が盛上の下に 2m以上堆
積していた。遺物は出土しなかった。温室エリア

(D)は既設埋管で攪乱されていた。
北ゲー ト付近 (E)では、0.5～ 0.7mの厚さで盛
土と舗装がある。盛土、旧耕上、床上の灰黄色上の

下は浅黄色 (2.5Y7/4)砂質土が50～ 80cmの厚 さで

観察され、瓦器、土師器や須恵器の小片が出土した。

遺物包含層は褐灰色土 (10YR4/1～ 5/1)で、牛・

鶏舎棟 (F)付近で、5～ 10cmの厚さで観察される。

地山は明黄褐色 (2.5Y7/6～ 6/6)粘質土である。鶏

舎施設の南端で古墳時代後期頃の土器と地山の黄褐

色土上面でピットをlヶ 所検出した。今回の調査で

確認した唯―の遺構である。

牛舎東側 (G)は 耕土 の下 にオ リーブ灰色
(10Y5/2)礫混じり粘上が30～ 50cm堆積 しており、

沼か池があったと考えられる。

校舎

校舎

.`ヽ‐.i‐
|― て 1-|●  Iiド

第23図  ビット検出状況

鶏舎エリア
果
樹
園

Ｎ

Ｉ

豚舎エリア

第22図 調査区位置図

-16-

第24図 調査区位置図 (本文A～ G 1/3,500)



千里丘 2丁目所在遺跡 (o5024)

(1)摂津市千里丘 1丁目

(2)都市計画道路千里丘三島線道路改良事業

(3)一瀬和夫 。小川裕見子

|よ じめに

千里丘三島線道路改良事業と」R千里丘駅前再開

発に伴い、」R千里丘駅東口と西日とを線路をくぐ

って結ぶ小坪井架道橋の拡幅工事が行われている。

当該地域周辺では、これまでにも立会・試掘を含む

調査で多くの遺跡が確認されており、今年度の工事

を開始するに当たって、まず平成17年 7月、 2日 間

にわたって計 6ヶ所の トレンチを入れる試掘と確認

調査を行った。そのうち当該道路の北側、 JR線路
西脇に並んで設置した 2箇所の トレンチより、中世

期のものと見られる遺物遺構を確認した。この結果

を受けて、両 トレンチを中心に調査区を設定し、平

成17年 9月 ～10月 にかけて約 lヶ 月に及ぶ発掘調査

を実施した。

調査の概要

地表面より約-0.45～ 0.65m付近の旧耕作土上面

までを機会掘削で除去後、約-1,33～ 1.50mま で人

力掘削を行った。遺構が検出された文化面は 3面存

在し、各々①近世、②鎌倉時代前後の中世期、③奈

良・平安の古代期～縄文期における耕作 。建物の痕

跡を中心とした遺構を検出した。また、各々の時代

を特徴づける陶磁器・瓦器・黒色土器 。土師器 。須

恵器・瓦・石器等の遺物が出土した。

遺構が最も集中していたのは②中世期の面であ

り、東西方向に走る鋤溝群に加えて、ほぼ南北方向

を主軸とする掘立柱建物が 8棟まで確認された。③

古代期以前の面では、調査区の北東隅近く (調査区

北壁アゼ上)では縄文期のものと見られる地層より
サヌカイト製石器の集積を検出した。チップを除い

て1.5～ 9.lcmの大きさのものが合計で137点 であっ

た。③面上■P.+8.6m付近において、主だったもの

で16点が出上していたが、その上層の16点を取り上

げ後、ピット内にレンズ状に堆積した状態で出上し

た。雄積中心部の厚さは約9.3cmで あったが、完成

品と見られるものはなかった。また調査区の東側か

らは縄文土器の破片も出上した。

試掘・確認調査の結果より、本調査区の周辺では、

中世以前の遺構は全般的に後世の耕作などによって

削平されているが、本調査区は南北方向の谷部分の

北側に相当し、遺構面の削平が免れたものと解釈で

きる。現在、

新規発見遺

跡名は千里

丘 1丁目所

在遺跡第 2

地点となっ

ている。

―
ヽ

券

圏
縄文土器 武

第27図 古代期以前の遺構平面図

第25図 石器出土状況

第26図 石器出土状況
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遺妍中ふ府 ヽ(05027・ 05037)

(1)和泉市府中町 (05027)。 和泉市肥子町 (05037)

(2)一般府道和泉中央線改良工事
(3)藤澤真依

調査地 (05027・ 165∬ )は 」R阪和線から約200

m東南に位置する。基本土層は 5層である。

第 1層は盛土および表土で、層厚0.6mを測る。

現地表面の高さは■P.+19。4mである。

第 2層は灰色±0.2m、 灰黒色±0,lm、 耕作土で

あり、色の違いにより2層に分けられる。

灰色土は盛土される直前まで使用されていた耕作土

で、現代の瓦が確認された。灰黒色度はより古い耕

作土の残りである。

第 3層はにぶい黄橙色土で、層厚 0。 1～ 0.2mを 測

る。上面が第 1面で、道路状遺構と方形周溝墓を

2基検出した。層内からは縄文時代晩期の上器を出

土した。

第 4-1層 は砂質灰色土で、層厚0.1～ 0.2mを 測
る。上面が第 2面である。層内からは縄文時代後・

晩期の土器を出土した。

第 4-2層 は粘質灰色土で、層厚 0。 1～ 0.2mを 測
る。上面が第 3面である。層内からは縄文時代後・

晩期の上器を出土した。

第 5層は橙色土で、地山となる。上面が第4面で

あり、埋土に炭 。焼土を多量に含む土坑を検出した。

層内から遺物は出土せず、無遺物層と考えられる。

道路状遺構は調査区西北面の現道直下で検出し

た。南西から北東方向に続 く台状遺構である。幅

1.80m、 高さ0。 10m、 検出長8.5mを測る。断面の観

察によると、第 3層を削平して水田を造成する際に

この部分を削り残し道路としたことがわかる。周辺

条里地割の坪境に当たる。

方形周溝墓は 2基検出した。どちらも平成14年度
。15年度の調査で部分的に検出していたものであ

る。規模は両者ともほぼ同じで、清の内側で東南～

西北約 8m×東北～西南約10mを測る。両者で各 1

基検出した主体部は組合せ式木棺で、人骨・副葬品

等は確認できなかった。2基は周溝を共有しており、

埋上の状況から東南に位置する方形周溝墓が先に造

られたようである。周溝内からは約40点の土器を出

土した。

第 2・ 3面では不定形な土坑を検出した。

第 4面で検出した土坑は、幅1.5m、 長さ2.5m、

深度0,5mを測る不整楕円形で中に焼土 。炭が多量

に含まれていた。その炭を放射性炭素年代測定した

結果はB.P,2774± 23お よびBoP,2868± 23で あった。

調査地 (05037・ 140ぽ )は JR阪和線から西北20
mに位置する。基本土層は 6層である。

第 1層は盛土および表土で、層厚1.Omを測る。

現地表面の高さはT.P.+19.4mで ある。

第 2層は灰黒色±0.2m、 盛土される直前まで使

用されていた耕作上である。

第 3層は暗青灰色粘土で、層厚0.5mを測る。層

内からは瓦器・須恵器等を出土した。

第 4層は灰褐色砂で、層厚0。 1～ 0.2mを測る。

層内からは須恵器・土師器等を出上した。

第 5層は青灰色粘土で、層厚0.2mを測る。層内

からは須恵器・土師器等を出土した。

第 6層は緑白色粘上で、層内から遺物は出土せず、

地山と考えられる。

遺物は出上したが、明確な遺構は確認できなかっ

た。

第28図 平成17年調査地 (1/5,000)

-18-



平石遺跡 (o5028)

1)河南町平石
2)中山問地域総合整備事業「南河内こごせ地区」
3)枡本哲

平石遺跡は、平石谷流域一帯の事業対象となる棚

田において、平成11年度に実施した確認調査でその

存在が確かめられた。今年度はツカマリ古墳の東、

易集落域にかかる谷間両岸に展開する現状の棚田を

中心に、平石川左岸で25地点、右岸で19地点を調査

対象とした。総面積は約4650ド である。これは上記

整備事業の切土工法にかかる個所である。地積図、

地形図、調査結果を総合すると、調査対象地全体は

南北両方向から谷底に下る尾根によっていくつかの

谷地形をなし、そこには流土として繰り返し堆積し

ていった砂または砂質土が溜まっている。棚田はこ

のような谷地と尾根の地山を基盤として、そこに水

平に上を盛って整えられ、後世さらに拡張もなされ

ている。今回の調査でコンテナ 5箱分の出土遺物を

得たが、大半は摩滅した土器の小片である。遺物は

ほとんどの棚田に認められ、内容的には瓦器、土師

質小皿、陶磁器など中世?近世の遺物が圧倒的で、

奈良時代の土師器、須恵器がこれに次ぐ。しかし布

留式土器、 5世紀代の須恵器甕、また平安時代の黒

色土器を出土した地点もあり、中世以来活発に行わ

れた棚田開発による旧地形の変貌以前の状況も判明

してきた。土器以外ではサヌカイト製石鏃が出上し、

またサヌカイト片は谷間両岸で旧耕土に混入するこ

とも従来の調査結果と同様である。

地積図に「坊ノ尻」、「大門」、「合利」、「堂ノ前」、

「堂ノ西」、「堂ノ東」、「中垣内」の小字が残る、地

形的にも安定した南に張り出す尾根の中腹を、東し

て平石峠に至る古くからの街道が東西に貫き、その

街道筋に沿って集落が発達している。この街道より

南の数枚の棚田に設定した約912ド の調査区では、

棚田造成によって相当な削平を被っていたとはい

え、わずかに残った奈良・平安時代の包含層とその

下に若干のピットを検出できた。ピットには建物の

一部を構成するものもある。

14世紀半ばに足利義詮の楠木攻めの際焼亡したと

伝える平石谷の堂塔伽藍は、この「大門」付近から

現在の高貴寺まで点在していたといい、この調査区

はちょうどその入口に近い位置を占めている。以後、

それらの多くは耕地拡大の過程で潰えたが、一部は

近世にも法灯を伝え、石川二十二所観音霊場の札所

として南河内に聞こえた。しかし明治の廃仏毀釈に

よってその面影はまったく失われてしまった。香花

寺 (高貴寺)は奈良時代前期の創建といわれる。近

年、その奥の院ではわずかながらも同時期の須恵器

片が発見されている。平石谷のこれまでの調査でも

この時期の遺物は下流より上流にかけ、中世遺物に

次いで多く出土する。葛城山西麓の前山の南斜面を

利用した7世紀の造墓活動の時代が過ぎてまもなく、

平石峠入日から谷間右岸の現集落付近一帯は広く香

花寺の寺域となっていくようである。小規模な掘立

柱建物の一部、ピット内の炭の混入、黒色土器椀の

出土など、今回検出された遺構は、奈良時代以降、

中世に至る時期のこの地の状況を反映しているとみ

られる。

導 %・
／

，

‐
′

CL

第29図 主要調査区位置図
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や屋賜一部 跡 (o5030)
(1)四條畷市蔀屋・砂

(2)寝屋川流域下水道事業「なわて水環境保全センター」

(3)岡田 賢

はじめに

なわて水環境保全センター建設に伴う蔀屋北遺跡

の調査は、水処理施設 (A・ BoC調 査区)、 ポン
プ棟・沈砂地棟 (D調査区)、 急速ろ過池 (E調査

区)の建設予定地が、平成13年度から順次行われ、
弥生時代から近世にかけての複合遺跡であることが

判明している。特に古墳時代中・後期の遺構面は

「河内の馬飼」との関連を想定させる遺構、遺物

(馬埋納土坑、馬骨、木製輪鐙など)を 中心に、竪

穴住居跡、掘立柱建物跡、井戸、土坑、溝などが谷

状の地形を挟んで複数の遺構群を形成しており、こ

れによって当該期の集落跡の構成要素や時期的な変

遷が明らかになりつつある。

今回の調査区は、管理・送風機棟建設に伴うもの

で (F調査区、第 2図 )、 D調査区とE調査区の中

間、またB調査区とC調査区の西側にあたる。調査

は平成17年 9月 に開始し、平成18年 8月 までの予定

で行われる。便宜的に調査区北半部分をF-1区 、
南半部分をF-2調 査区として行った。ここでは平
成17年度中に得られた調査成果の概要について述べ

る。なお調査面積は約2,010ド である。

F調査区の調査概要

調査は表土を機械掘削したのちのT.P.+2.7mよ り

開始した。平成18年 3月時点で12面の遺構面を確認

している。

第 1面は近世の島畠、水田で構成される耕作地、

第 2～第 4面は中世の耕作地である。標高がやや高
いF-1区 では多数のピット、井戸、畝溝等で構成
され、F-1区 とF-2区 を境に南には水田畦畔が
検出されている。

第 5面では調査区一面で中世の水田畦畔が検出さ

れている。

第 6～第 9遺構面は平安時代後期の水田畦畔を検

出している。

第10。 第11面は平安時代前期頃の水田畦畔を検出

している。

第12面は奈良時代の水田畦畔を検出している。

調査区はD調査区よりのF-1区 の方が各検出遺
構面のレベルが高くなっている。これは、F-1北
端を東西に流れる自然流路529の氾濫堆積物の影響

によるもので、流路529が完全に埋まる中世以降で

もややF-1区 が高い状況は続く。この高低差が解
消されるのは近世段階である。

この流路5291ま少なくとも8世紀頃には調査区北

部を流れており、この時期から流路内に堆積する土

砂を南へ掻き揚げて堤状の土手 (土手状遺構524)

を形成し、それより南の水田耕作域へ木樋などで取

水を行っていることが判明した。また幾度も流路内

雄積物を掻き揚げながら土手を高くし、幅を広げて

いる様子が土層断面で確認できるが (第 31図 )、 そ

の際に盛土中に埋納された土師器甕や須恵器壷など

を検出している。これは平安時代まで確認できるが、

中世になると盛土の中に瓦器椀の破片や陶器片を混

ぜるようになる。いずれにしても8世紀以降中世に

埋没するまで流路529は南側に土手が維持されなが

らほぼ同じ位置を西流していることが明らかになっ

た。

なお平成18年 4月 以降は古墳時代中期および後期

遺構面 (第 13面 )の調査を行う予定で、その成果が

第30図  F-1区 第 9遺構面 (北東より)

期待されるところである。

第31図 流路529・ 土手状遺構524土層断面
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とう き みなみ

陶器南遺跡 (o5038)
(1)堺市中区陶器北
(2)府営集落基盤整備事業「陶器北地区」
(3)関 真一

はじめに

堺市の東部に位置する陶器北は、市街地から離れ

周辺には緑が多く残るのどかな田園風景が広がる地

域である。その陶器北地区は「陶器」という地名が

示すように、かつて須恵器生産の中心測点であった

ことが広く知られている。この地区はおおよそ1000

基を数える膨大な窯跡群が認められている「陶邑古

窯跡群」の一角を占め、さらには陶荒田神社が鎮座

していることなどから、日本書紀崇神天皇七年条に

でてくる「茅淳県陶邑」であるとする説も提示され

ている。

陶器南遺跡の位置と既住の調査成果

陶器南遺跡は、陶器川がつくった開析谷の南側に

位置し、約15年前からほ場整備に伴う発掘が断続的

に行われていた。陶器南遺跡の周辺には木芯横穴式

石室などと呼称される特異な主体部を有し、前方後

円墳を 1基含む陶器千塚古墳群や 5世紀後半代の須

恵器生産の製点である小角田遺跡などが存在する。

陶器南遺跡は主として古墳時代から中世に至る非

常に広範な遺跡であることが判明しているが、調査

当初はほとんど実態が把握されていない遺跡であっ

た。

かつては周辺から銅鐸が出土したということもあ

り弥生時代の遺跡と認知されていた感がある。

しかし、調査が進行するにつれ古墳時代の周溝を有

する掘建柱建物や、中世の建物跡などが検出され、

その認識が改まっていった。

面積も次第に広がり、現在では陶器川南岸では最

も大きい遺跡と思われる。

今回の発掘調査の成果

今回の調査がほ場整備に伴う陶器南遺跡の最後の

調査にあたり、調査区は大きく4箇所に分かれてい

る。陶器地区周辺は中近世における土地の開墾が著

しく、そのため中世以降の耕作土に伴って出土する

須恵器イよ5cmぐ らいの大きさになっている。

今回の各調査区でも開墾により大きく旧地形が改

変されているようであり、古墳時代の遺構をほとん

ど見出すことはできなかった。

おおよそ各調査区とも遺構面は 2面存在し、いず
れも上面の遺構面は鋤溝群が検出されている。遺物

は少なく、非常に小さいため時期を同定するには至

らなかった。下層の遺構面は地山での検出となった。

それらのなかで特に注目される遺構について以下に

述べる。

1.南北方向の清
最も東端の調査区において、南北方向の溝が確認

された。埋土には多くの須恵器が認められ、それ以

外の遺物は出土しなかった。遺物は整理中であるが、

おおよそ 7世紀ごろの遺物が含まれるようであり、

器種は壷・不身・郭蓋 。高台のついた椀などであ

る。

2.掘立桂建物
今回の調査区において最も南側に位置する箇所で

複数のピットとともに検出された。調査区の南側に

も開折谷が存在しており、それに向かって地山のレ

ベルが下がる位置にあたる。おそらく後世の開墾時

には、レベルの高い箇所を削り、低い地に盛土をし

て平坦面を形成したために結果として残ったのであ

ろう。

掘立柱建物は検出された限りでは 2間× 2間のも

ので、南側は調査区外にあたり全容は不明である。

また、北側の建物柱穴に平行してピットが存在し、

庇を有する建物であった可能性もある。遺構から遺

物が出土しておらず、所属時期は判断できない。

まとめ

今回の調査においては、窯跡群に関する古墳時代

の遺構はほとんど認められなかった。他の調査地で

も、中近世における開墾により地形が改変され、古

墳時代の遺構が認められなかった箇所もあり、今回

もそれと同様な様相と考えられる。出土遺物は整理

中であるが、ほとんどが須恵器であり、時期も6世

紀以降のものが大半である。

-21-

第32図 掘立柱建物検出状況 (北から)



い ず み で ら

和泉寺跡 (o5041)
(1)和泉市府中町4丁 目

(2)都市計画道路大阪岸和田南海線整備事業

(3)藤澤真依

調査地は」R阪和線和泉府中駅から東南へ約 1にm

の地点で和泉中央線を横断し西南から東北方向に伸

びる道路用地の幅20m、 延長約350mを調査 した。

調査目的は試掘および確認調査である。

1区は灰黒色土 (耕作土)0。 2m、 灰褐色土 (遺

物を極少量含む)0。 3～ 0.5m、 灰白色±0.05～ 0,15m、

灰褐色礫となる。灰黒色土上面の高さは■P.+20。7m

を測る。遺物は灰黒色土・灰褐色土から僅かに出土

しただけであり、明確な遺物包含層はなく、遺構も

検出しなかった。

2区は灰黒色土 (耕作土)0。 1～ 0。 15m、 灰帽色土

(遺物を少量含む)0。 15m、 灰白色±0,05～ 0.15m、

灰褐色礫となる。灰黒色土上面の高さはT,P.+20。 85

mを測る。遺物は灰黒色土・灰褐色土から僅かに出

土しただけであり、明確な遺物包含層はなく、遺構

も検出しなかった。

3区は灰黒色土 (耕作土)0.1～ 0.2m、 褐灰色土

0,lm、 灰褐色土 (遺物を含む)0.15～ 0.25m、 暗灰

褐色礫となる。灰黒色土上面の高さは■P,+20。9mを

測る。遺物は灰黒色土・灰帽色土から僅かに出土し

ただけであり、明確な遺物包合層はなく、遺構も検

出しなかった。

4区は灰黒色土 (耕作土)0.2m、 灰褐色土 (遺

物を合む)0,05～ 0.lm、 暗灰褐色礫となる。灰黒色

上上面の高さはT,P,+22.05mを測る。灰褐色土から

かなりの量の遺物を出土したが、遺構は確認できな

かった。

5区は灰黒色土 (耕作土)0.2m、 灰色土 (遺物

を少量含む)0。 25m、 灰褐色土 (遺物を少量含む)

0,2m、 暗灰褐色礫0.15～ 0,6m、 黄色粘土となる。

灰黒色土上面の高さはT.P.+22.05mを測る。遺物は

灰色上。灰褐色土から少量出上した。遺構は黄色粘

土上面で黒褐色粘土を埋土とするピットを検出し

た。

6区は灰黒色土 (耕作土)0.2m、 灰白色±0。 lm、

褐色土 (遺物を含む)0,15～ 0,25m、 、灰褐色土 (遺

物を含む)0.05～ 0。 3m、 茶褐色粘土・茶褐色礫とな

り黒色粘上が部分的に点在する。黒色粘土が遺構に

なる可能性がある。灰黒色土上面の高さはT,P,+22.2

mを測る。遺物は褐色土からかなりの量出土した。

遺構は褐色土上面で鋤跡と考えられる浅い溝を数

条、茶褐色粘土上面で土坑等を検出した。

調査の結果と地形から1・ 2。 3区を含む 4・ 5

区より南の部分は模尾川の氾濫源と考えられること

から調査範囲から除タトしすることとし、 4・ 5・ 6

区を含む範囲を新たに遺跡として追加した。

第33図 平成17年度調査地 (1/5,000)
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あ い しろ

安威 (安威城跡)遺跡 (o5044)
(1)茨木市東安威地内
(2)主要地方道茨木亀岡線道路整備工事
(3)奥 和之

はじめに

昨年度の調査に引き続き、ほぼ南北に走る道路の

東側、調査対象地の内、遺物包合層まで掘削が達す

る部分を幅約 2mおよび幅約 4mの範囲で発掘調査
を行った。今年度の調査は、17-1区、17-2区の
2調査区に分かれる。

調査の概要

17-1区 (安威遺跡)掘 削が地山の上層で終わ
っているため不明の点が多いが、調査区周辺の地形

は、西側の山から派生する丘陵の端部付近と推定さ

れる。調査区は、長さ約65m、 幅約 2mを測る。
調査地区の土層断面および平面観察の結果、道路

下約1.5m下、掘削の最下層の一部に0.3mか ら0.5m

前後の川原石が折り重なる状況で無数検出した。川

原石の間は空間があることから、旧地形では斜面で

あった地点を造成し、平らにするため川原石を敷き

詰めたものと推定される。その上層には厚さ0,lm

前後の褐色の砂質土層、最上層には0。2m前後の耕
作土層が堆積する。出土遺物は、造成時の遺物と推

定される近世瓦、中世と推定される瓦器椀片、土師

器小皿片などが出上している。

17-2区 (安威城跡)調 査区は、北側が幅約 2
m、 長さ約69m、 南側が幅約 4m、 長さ約32mを測

る。調査区北側の大半は、掘削が遺構面上面で止ま

るため、遺構の状況が不明な点が多い。ただ北端か

ら27mの区間は、掘削が遺構面にまで達したため、

遺跡の状況を確認することが出来た。検出した遺構

は、土坑と推定される。土坑は、幅約10m、 深 さ

0,4m以上を測る。遺構の周辺は、南北に走る水道

管が東半分を占めているため、調査区の幅が狭く不

明な点が多い。ただ、土層断面観察の結果、遺構の

一部に炉跡が認められた。出土した遺物から時期は、

弥生時代末期から古墳時代初期にかけてのものと推

定される。また注目される遺物として遺構埋土中よ

り坊製鏡 (重圏文鏡)カミ出土している。

調査区南側の遺構の大半は平安時代で、一部古墳

時代初期のものが認められる。

平安時代の遺構は柱穴で、総数80個に近い。平面

形では方形に近いものと円形に近いものの 2種があ

る。調査区の幅が約 4mと 狭いため建物の検出には

至らなかったが、柱穴の並びは 2箇所存在する。柱

穴から出土した遺物は、方形のものからは須恵器、

土師器、緑釉陶器、円形のものからは黒色土器、土

師器などが出土している。

桑原・地福寺遺跡調査区位置図

第34図 桑原・地福寺遺跡調査区位置図
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くわのはら

桑原遺跡 (o5045・ 06001)
(1)茨本市桑原地先

(2)安威川ダム建設事業の残土処分地「桑原地区」内

(3)一瀬和夫・小川裕見子

|よ じめに

安威川が丘陵から平野の段丘部に抜ける途中で水

流が大きくS字に曲がり、西側に張り出す微高地の

上に本遺跡は位置する。

遺跡から東側は高槻市側の丘陵へ急上昇し、その

頂部付近には 7世紀末の阿武山古墳やその南斜面に

は 6世紀を中心とした塚原古墳群がある。安威川を

挟んだ西側の対岸、やや上流にも7世紀の初田古墳

群があり、この遺跡は飛J島時代前後の古墳に囲まれ

た特異な歴史的環境をもつ。

安威川ダム建設に伴い、その残土処分地に当たる

桑原遺跡の調査を平成16年度から行ない、合計約

9,300ド の調査を平成18年 5月 に終了した。そのう

ち今年度は約3,880ド の調査を行った。

平成16年度から行なっている調査の結果、中世の

谷や掘立柱建物・環濠状溝群、飛Jミ時代前後の溝 。

土坑が見つかった。

平成17年度下半期から平成18年度上半期に行なわ

れた今回の調査では、上層では中世の建物跡 ,耕作

痕、下層では古墳時代後期から飛鳥時代にかけての

Om

第37図 桑原遺跡調査位置図と周辺の遺跡

群集墳が24基以上も見つかった。

撹乱等に混じって出土する土器片より、そのさら

に下層にも弥生時代の遺跡が存在すると見られた

が、古墳時代面で発掘を終了し、それより新しい遺

跡の性格を把握し、記録することで今回の調査を終

え、古墳時代前以前を埋没保存する状態に留めた。

調査の概要

今回の調査成果として重要なものに、 7世紀前半

を中心とした古墳時代終末期の群集墳が新たに発見

されたことがあげられる。主に検出した遺構として、

中世の掘立柱建物、その下層に24基以上の古墳があ

る。この群集墳は周溝を共有し、密集して存在して

おり、分布状況が古墳終末期に特徴的であった。

上層遺構

中世期に居住・耕作用地を獲得するために、古墳

を破壊した様相が確認できた。石室の空洞部に丁寧

に礫等を投げ入れ、地盤を固めた上に宅地や耕作地

として利用していた。また周辺の後代の石垣や、石

室に残された石には多数の矢穴が見られ、石室の巨

石は再利用されていた。

古墳時代終末期の群集墳

24基の古墳は横穴式石室もしくは碍室を伴ってい

たと思われ、 8基の石室は良好な状態で残されてい

た。これらに加えて墳丘を持たない蒔敷きの竪穴小

石室、土羨墓が存在した。当時の原地形にある谷を利

用した墓道によって石室開口部の方向が定められ、

①調査区中央の尾根の稜線沿いを中心に分布するA
支群 (1～ 10号 )

②調査区西南に位置する谷筋からアクセスできる位

置にならぶB支群 (1～ 8号 )

③調査区東側の谷筋からアクセスできる位置に並ぶ

C支群 (1～ 5号 )
の 3つの支群に分けた。古墳の切り合い関係より、

3つのグループはさほど大きな時期差はなく併行し

て形成されたが、地形的に高地で一番条件の良い、

尾根の稜線をさけてやや下った位置を埋めるA支群

が一番早くに形成され、空いた位置を埋めるように

両脇のB・ C両支群が続いて形成されていったと考

えられる。

古墳は石室内より出土する副葬土器から、 7世紀

前半～中葉あたりを中心とした時期である。残され

ている石室はどれも、無袖タイプで、長めの玄室の
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南端の開口部に直接墓道が繋がる。墓道は周溝に向

かって急速に下降し排水溝の役割を兼ねるものもあ

る。

C3号墳 (八角墳)
人角の角が石室主軸の背面にあたる、桜井市舒明

陵古墳に見られるタイプの人角の墳丘のものがあ

る。周溝は墓羨を囲むように周り、その下には上面

がロー ト状に国が開き底部はV字型の断面を持つ、

墳丘内排水溝の存在が確認された。

石室は中世時に破壊されているが、追葬の痕跡は

確認されなかった。石室床面には、奥壁から3mあ
まりまでにわたり拳大の角ばった礫が敷き詰められ

ていた。棺台になる4つの石と出土した鉄釘の位置

から、木棺が 1基埋葬されていたとみられる。石室

開口部では、東側の谷に向かって下降する墓道が確

認された。石室内の主だった遺物は 7世紀中葉の土

器であった。

A3号墳と陶棺
調査区中央部南端に位置する円墳であるA3号墳
の主体部は特に残存状況が良く、石室内床面は、初

葬である陶棺が据えられていた。その原位置は石室

奥やや西寄りの区画に平たい川原石が周辺より丁寧

に敷き詰められたところと考えられる。その南側に

向かって不ぞるいの川原石が多くなり隙間を埋める

ように約 5～ 7 cm大のバラスが敷き詰められていた。

後に陶棺は西に寄せられ、石室奥の西側と石室手

前に 1基ずつ木棺が追葬され少なくとも3回にわた

る埋葬が確認できた。

石室は中世に破壊された痕跡が残る。まず木棺を

燃やし、陶棺を手前に引きずり、天丼石を石室内に

落し込んで陶棺を下敷きにしたという状態が復原で

きる。

陶棺は須恵質四注式であり、棺身の幅が狭いとい

うことや、脚部に透孔を持たないという細部の特徴

から、本遺跡に近接する塚原古墳群から出土した陶

棺と類似し、 7世紀中葉のものと見られる。

その他の出土遺物

その他の主な出土遺物としては、石室内と古墳周

溝より金 。銀の耳環や玉、などが出土した。そのほ

かにも、周溝や石室とその周辺より、被葬者に供献

されたものと見られる須恵器・土師器なども良好な

状態で多数出土しました。古墳群周囲の溝や土娠か

らは、中世期の瓦器椀、南東側には掘立柱建物に伴っ

て黒色土器椀なども出土した。また、弥生～布留式

土器、中国破鏡をペンダントにしたものも出土する。

まとめ

今回の調査で確認された古墳群は、周辺地域の古

墳では見られなかった谷斜面で密集する特徴的な分

布を示している。

また、薄葬化がすすむ七世紀中葉に及んで、玄室

長 6m、 幅 lmを越える立派な石室が複数有り、多
いもので完形15点に及ぶ副葬土器をもつ古墳が存在

した。三島地方の中心部を流れる安威川沿いにあり、

平野部の水源にもあたる位置にあることからも、東

の丘陵項部にある史跡阿武山古墳も合め、三島地方

有力氏族の墓地となっていたと考えられる。

第38図  C3号 墳平面図

第39図  A3号 墳と陶棺
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あゆかわ

鮎川遺跡 (o5046)
(1)茨木市鮎川

(2)都市計画道路富田目垣線整備事業

(3)井西貴子

|よ じめに

本遺跡は茨木市鮎川、富田目垣線の鮎川交差点の

北側に位置し、道路改良工事に伴って発掘調査を実

施した。調査地北側では北西から南東方向に流れる

旧流路が確認され、南端では自然堤防上に平安時代

以降の柱穴跡が検出された。

基本層序

第 0層 盛土。調査区全域で確認される。標高6。 9
m。 層厚1.4～ 1.6m。

第 1層 旧耕土。調査区全域で確認される。標高
7.5～ 8m。 層厚 0。 1～ 0,4m。 土師器・須恵器 。青磁

碗・染付などが出上した。

開発以前の耕作上である。ほぼ調査区全体で確認さ

れた。

第 2層 耕作土。調査区全域で確認される。標高
5.3～ 5。6m。 層厚0.1～ 0,2m。 弥生土器 。土師器・須

恵器・瓦器・瓦質土器・磁器・陶器・昭和の陶器な

どが出土した。

暗青灰色粘質土。近代以前の耕作土である。層厚は

A地区・B地区において10cm程度であるが、C地

区では20cmと やや厚くなる。

第 3-A層 耕作土 (中世 )。 A・ B区で検出した。
標高5。 2～ 5,5m。 層厚0。 1～ 0.3m。 須恵器 。土師器・

黒色土器・瓦器などが出土した。

灰黄褐色粘質土 l。 中世の耕作土である。B区の北

側では層厚も厚く、 4層に分かれるが、南に向かう

に従い厚みは減り、B4区では一層となって、C区
へは続かない。遺物の出土量は少ない。

第 3-B層  中世包含層。   C区 でのみ検出し
た。標高5。 1～ 5。 3m。 層厚0。 1～ 0。 2m。 須恵器・土師

器・黒色土器・土師質土器・瓦器・瓦質土器 。白

磁・陶器などが出上した。

7.5Y6/2灰褐色土。ところにより7.5Y4/1灰色を呈す

る。

第 4層 整地土 (中世 )。 C区でのみ検出した。標
高5。 1～ 5。 2m。 層厚0,lm。 須恵器・土師器・土師質

土器・瓦器などが出上した。

5Y5/1灰色礫。C区内で完結する礫層である。流路

のように砂層を伴わないことから、整地層と考えら

れる。礫中に大量の遺物を含み、周辺に古代から中

世に至る集落のあったことを想定させる。

流路 1埋土 中世の流路。B・ A区で検出した。標

高5。 2m。 須恵器・土師器などが出上した。

第 5層 古代包合層。A・ B区で検出した。標高 5
～5。 2m。 層厚0.1～ 0。 2m。

灰オリーブ色砂質土。弥生土器・土師器などが少量

確されたが、遺物をほとんど含まない層である。

第 6層  A・ BoC区 で検出した。標高 5m。 層厚
0。 1～ 0.4m。 古墳時代後期の包合層である。須恵

器・土師器が出土 した。

黄褐色砂質土。上面で、

Bか らA ttに抜ける流路

が切り込む。C区では上

面で遺構を検出。

流路 2埋土

古代の流路。B・ C区で

検出した。標高4.9～5m。

土師皿 (奈良時代)が出
土した。

第 7層

古墳時代包含層。A区で

検出した。標高4.7～ 4.8

m。 層厚0,1～ 0.2m。

褐灰色砂質土 +鉄分含
む。A区でも東側にだけ

で確認される層である。

第 8層

古墳時代包含層。調査区

全域で確認される。標高

4.6～ 5。 lm。 層厚 0。 1～ 0,4

m。 庄内～布留式期の遺

物が出土した。

オリーブ褐色粘土。古墳

時代前半の包含層であ

る。遺物はA区の北でま

とまって出土したが、ほ

かの地点で少ない。B区

では流路が切り込んでい

る。

調査地位置図
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の はした

野端遺跡 (o5060)
(1)豊能郡能勢町山内
(2)一般府道亀岡能勢線歩道設置工事
(3)辻本 武

調査に至る経過

野端遺跡はかつて琥珀製勾玉が採集されたことに

よって発見 。周知された遺跡である。勾玉は現在能

勢町教育委員会の所蔵となっている。

平成 8年度に歌垣第二地区農村基盤整備事業に伴

って試掘調査を実施したところ、当遺跡周辺で古墳

時代から中世にかけての包含層と遺構・遺物が発見

されたため、遺跡範囲の拡大措置がとられた。

平成17年度になって、当遺跡を東西に走る府道亀

岡能勢線に歩道設置工事が計画されたので、それに

先立って発掘調査を実施したものである。

調査結果

当遺跡西端部にあたる3～ 5区では、奈良～平安

時代の遺物包合層が広がることを確認した。 3・ 4

区では厚さ20cmで あるが、 5区では50cmを越える
ほどであった。この層を除去すると地山面となり、

小ピット群と溝を検出した。

小ピット群は 3区で検出した遺構で、径0.4～ 0。 5

m、 深さ0.3mの ものが 3つである。1.5mの 等間隔

ではあるが、一直線上には並ばないので建物跡とす

るイこイよ疑間が残る。

5区で検出した溝は幅4.5m、 深さ0,4mを測る。

清内には大きな地山ブロックが放り込まれた状態で

あった。方向は今回の狭小な調査区で検出した範囲

では南北方向である。

1区では池跡と思われる落ち込みを検出した。埋

土は黒色粘土で、上層からは小さな木片が出土した

が、下層からは全く出土するものがなかった。地元

の方によると、大昔のこの周辺は池であって、その

ために田の下を掘ると粘土が出てくる、この粘土で

瓦を焼いたこともあったという話であった。今回の

調査はこれを裏付けるものとなった。

出土遺物としては、奈良～平安時代の須恵器lTh・

壷、土師器甕・皿・高邦、黒色土器、製塩土器があ

る。当能勢町は海から離れた山中にもかかわらず製

塩土器の出上が多く、注目されるところである。

他に中世の丹波型瓦器碗、輸入青磁、唐津焼が出

土しているが、この時期の遺構は検出されなかった。

山内地区ではこれまで奈良～平安時代の遺物が出

土するだけであったが、今回包合層が確認され、集

落跡の存在が初めて判明した。今後この周辺におけ

る調査に期待するところである。

第41図 野端遺跡位置図

第42図 調査区 (3・ 4区)遺構面写真
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第43図 調査区 (5区)断面包含層の状況



跡し遺が東祭陵 (05065)

(1)羽曳野市島泉・藤井寺市恵美坂地内

(2)都市計画道路人尾富田林線予定地内試掘

(3)三木 弘

都市計画道路人尾富田林線予定地が丸山・平塚

(雄略陵)古墳に近接することから、試掘調査を実

施した。遺構・遺物を発見したので、新規発見の遺

跡とし、「陵東遺跡」と名付けた。

調査区域内の地形は 2分される。ひとつは、調査

区の東を南北に延びる埋没谷の西崖にあたる部分

(第 1・ 2・ 7ト レンチ)、 あるいは谷につながる小

支谷内にあたる部分 (第 4・ 6ト レンチ)で、そこで

は1.1～ 1.5mの 盛上の下に灰色粘土の旧耕作土があ

り、近世の耕作土とみられる青灰色・明灰色・灰

(白 )色の粘土が60～ 90cmの厚さで続く。その下に

古代 (～中世)の遺物を合む帽灰色粘シル トがあり、

地点によって古墳時代の遺物を含む褐灰色砂質土が

存在する。

第 7ト レンチでは、褐灰色砂質土の下部で、小型

円筒埴輪 3本 (1・ 2・ 3)を合口にした埴輪棺を
検出した。周辺には別個体片 (4・ 5)も散在する。

6世紀代に比定できよう。

いまひとつの地形は、台地上にあたる部分 (第

3・ 5ト レンチ)である。

第 3ト レンチでは、現状の水田下に25cm程の中・

近世の耕作土・遺物包合層があり、約10cmの地山上

堆積土、地山へと続く。地山は北方へ下降し、 トレ
ンチ北端では現地表下1.2mで も達しない。また南

端から6m付近で、幅5m、 現状の深さ50cm程の溝
を発見した。古墳周溝の一部の可能性がある。

第 5ト レンチでも、現地表面下1.3mで北東―南

西方向の 2段掘りの溝を検出した。

0                 20cm

第44図  円筒棺検出状況
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第46図  出土埴輪



<平成17年度普及啓発・広報事業一覧>

0研究会・検討会等
A 研究会
・平成17年 9月 17日

第51回大阪府埋蔵文化財研究会

テーマ :「古墳時代の発掘調査事例―集落跡の

調査を中心に一」

会 場 :大阪府教育委員会文化財調査事務所
・平成18年 3月 11日

第52回大阪府埋蔵文化財研究会

テーマ :「中近世を中心とした遺跡調査の成果

を語る」

会 場 :大阪歴史博物館
B 調査等スライド検討会
・平成17年 5月 11日

杉本清美「寺田遺跡発掘調査概要」

・平成17年 6月 8日

岡田 賢「出土J嗚鍬の基礎的研究」
小川裕見子「英国遺跡保全と博物館」

土屋みづほ「石器のライフヒストリー～京都府

久御山町田斉当坊遺跡を中心に」

三好 玄「布留式土器様式構造の再検討」
。平成17年 7月 13日

横田 明「福井遺跡の発掘調査」
。平成17年 9月 14日

地村邦夫「松原市堀遺跡 (D工区)の調査概要」
。平成17年 10月 12日

岩崎二郎「調査事務所の歩み」

・平成17年 11月 9日

西日陽―「菊川石製片刃石斧」
。平成17年12月 14日

井西貴子「禁野本町遺跡の調査」
・平成18年 1月 11日

上林史郎「堺市陶器遺跡の調査」
。平成18年 2月 8日

岩瀬 透「蔀屋北遺跡の調査」
。平成18年 3月 8日

泉本知秀「発掘 45年 。よもやま話」
0発掘調査の現地説明会
・平成18年 1月 14日

蔀屋北遺跡 (四條畷市)  参加者 約200人
・平成18年 2月 26日

余部日置荘遺跡 (堺市) 参加者 約60人
●職場体験学習

・平成17年 6月 27日

四條畷市立田原中学校2年生25人に講話をおこ

なった。担当岩瀬透

●博物館実習

・平成17年 8月 5日・ 6日、 8日 ～10日

(5日間)

立命館大学 2人の博物館実習生を受け入れた。

●速報展の開催

大阪府教育委員会が実施した発掘調査や遺物整理

事業の成果をいち早く公開するため、大阪府立泉

北考古資料館において「速報展」を開催した。

・第27回速報展「姿をあらわした渡来系の大集

落―蔀屋北遺跡―」

期 間 :平成16年 12月 16日
～平成17年 4月 10日

展示品 :竹製の注ぎ口を付けた須恵器 1点、木

製の栓を付けた須恵器 1点、移動式か

まど1点、U字形板状土製品 1点、韓

式系土器・陶質土器 5点、甑 1点、製

塩土器 5点、木製輪鐙 2点、琴柱 3点、

えぶり1点、刀形木製品 1点、杓子 1

点、横槌 1点、文様を施した曲刀子 1

点、刀子 1点、鉄鏃 3点、釣針 1点、

曲刃鎌 1点、フイゴ羽口 1点、鍛冶滓

2点、ガラス玉 2点、勾玉 1点、臼玉

7点、双孔円板 4点 計48点

。第28回速報展「古代の役所―平尾遺跡一」

期 間 :平成17年 4月 14日 ～8月 24日
展示品 :腰帯飾り3点、硯 4点、斎串3点、鋳

型 1点 、フイゴ羽口 3点 、土師器

(甕・釜・片口鉢・椀)12点、須恵器

(杯身 。杯蓋・壷・漆壷 。漆壷蓋・へ

ラ記号をもつ甕)14点、軒丸瓦 1点、

軒平瓦 1点、平瓦 4点    計46点
・第29回速報展「文様の世界一雁屋遺跡出土の弥

生土器―」

期 間 :平成17年 8月 25日 ～11月 27日
展示品 :文様のある弥生土器 (壷・甕・高杯・

台付鉢・手焙形土器・器台ほか)計31点
。第30回速報展「文字の刻まれた土器一陶器遺跡一」

期 間 :平成17年 12月 1日
～平成18年 3月 5日

展示品 :文字を刻んだ須恵器10点、ヘラ記号を

いれた須恵器22点、須恵器 (横瓶・

壺 。杯・皿・蓋・すり鉢・土錘)8点
計40点

。第31回速報展「祈りの上器―祭祀に用いた品―」

期 間 :平成18年 3月 9日 ～6月 4日
展示品 :人面墨書土器 7点 <萱振遺跡 。東郷遺
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跡・成法寺遺跡 >、 木製仮面 1点 <尾

道遺跡 >、 人形 6点 <西大井遺跡、河

合遺跡 >、 斎串 4点<総持寺遺跡・万

崎池遺跡 >、 土馬 5点 <福井遺跡・船

橋遺跡 >、 ミニチュア土器 3点 <河合

遺跡 >、 舟形木製品 2点 <蔀屋北遺
跡・はさみ山遺跡 >、 卜骨 2点 <蔀屋
北遺跡 >、 鳥形木製品 1点 <讃良郡条

里遺跡 >、 鹿の線刻をもつ土器 1点<
甲田南遺跡>        計32点

●優品展の開催

大阪府教育委員会が所蔵する特に重要な考古

資料を公開するため、大阪府立泉北考古資料

館において「優品展」を開催した。

・第 5回優品展「京焼と湊焼―府立大阪博物場旧

蔵の近世陶磁器―」

期 間 :平成17年 3月 25日
～ 9月 25日

展示品 :古清水色絵雉子香炉 1点、古清水色絵

梅桐文麻葉透六角鉢 1点、古清水銹絵

蒲公英文菱向付10点、湊焼飴釉牡丹文

皿 1点、湊焼黄地手桶形水差 1点、湊

焼飴釉四方水注 1点、湊焼黄地上瓶 1

点             計16点

<大阪府指定文化財 有形文化財 (工芸品)>
。第 6回優品展「瀬戸焼と美濃焼下府立大阪博物

場旧蔵の近世陶磁器―」

期 間 :平成17年 10月 6日
～12月 25日

展示品 :美濃焼青織部花文四方鉢 1日、美濃焼

黄瀬戸釉獅子形屏風挟 1対、瀬戸焼褐

釉大海茶入 1日、瀬戸焼御深井釉網目

透瓶掛 1日、瀬戸焼絵瀬戸人物文色絵

皿 2枚 計 6点

<大阪府指定文化財 有形文化財 (工芸品)>
・第 7回優品展「伊万里焼―府立大阪博物場旧蔵

の近世陶磁器一」

期 間 :平成18年 1月 12日 ～4月 2日
展示品 :伊万里焼色絵傘人物花′亀文壼 1日、伊

万里焼色絵寿字独楽形鉢 1対

計 3点

<大阪府指定文化財 有形文化財 (工芸品)>
●特別展の開催

陶邑窯跡群出土の須恵器等が、国の重要文化財に

指定されたことを記念して「特別展」を開催した。

・特別展「国重要文化財指定記念

窯業史に輝く陶邑」

期 間 :平成17年 7月 28日

～10月 30日

展示品 :陶邑窯跡群出土 須恵器・窯道具・瓦
薄類 計172点

<国重要文化財>
●府庁別館における考古資料の展示

府庁別館 1階および 8階の展示ケースに、発掘調

査成果として出土品の展示をおこなった。

・平成17年 2月 1日 ～ 8月 5日

「大阪府指定有形文化財 指定記念特別展
金銅僧形坐像及び金鋼密教法具」 (1階 )

一普賢寺遺跡出土品―

展示品 :金銅僧形坐像 (推定 弘法大師像)1点
金銅密教法具 (火舎 1点、六器銃 3

点・花坑 5点、溺水器蓋 1点、塗香器

銃 1点、花浣 1点)12点、計13点

<大阪府指定文化財 有形文化財 (考古資料)>
「弥生人の日用品と最古級のサ焉鍬―木の本遺跡

―」(8階 )

展示品 :馬鍬 1点、弓 1点、鋤 1点、鍬 1点、

椅子 1点、匙 1点、杓子 1点、石包丁

3点、石斧 1点、弥生土器 (壺・甕・

小型壷・小型甕・小型鉢・把手付鉢・

異形土器)12点 計23点

・平成17年 8月 8日 ～平成18年 2月 14日

「国重要文化財指定記念

須恵器―陶邑窯跡群出土品―」(1階 )

展示品 :陶邑窯跡群出土 須恵器
計19点

「姿をあらわした渡来系の大集落―蔀屋北遺跡―」

(8階 )

展示品 :竹製の注ぎ口を付けた須恵器 1点、木

製の栓を付けた須恵器 1点、移動式か

まど1点、U字形板状土製品 1点、韓

式系土器・陶質土器 3点、甑 1点、

木製輪鐙 2点、琴柱 3点、えぶり1点、

刀形木製品 1点、杓子 1点、文様を施

した曲刀子 1点、曲刃鎌 1点、計18点

・平成18年 2月 15日 ～平成18年 8月 (予定)

「文様の世界一雁屋遺跡出土の弥生土器―」

(1階 )

展示品 :文様のある弥生土器 (壷・甕・高杯

・鉢・手焙形土器・器台)  計 9点
「総持寺古墳群―太田茶臼山古墳を中心とする

在地有力者層の古墳群―」(8階 )

展示品 :総持寺古墳群出土 紡錘車 1点、須恵器
(杯蓋・壷 。高杯)5点、馬形埴輪 3点、
鶏形埴輪 1点、家形埴輪 2点、太田茶臼

山古墳出土 円筒埴輪 4点   計16点
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● 資料数一覧 (平成18年 3月 末現在)       B 民俗資料

A 出土遺物 (整理箱数)             。文化財調査事務所
。泉北考古資料館内第 1収蔵庫    10,559箱    谷国家資料             221点
堺市若松台                    上辻家資料             132点
・泉北収蔵庫            33,838箱    守田コレクション         約200点

高石市綾園 4丁目                 上平家資料             150点
・大井収蔵庫            12,784箱    畑野家資料              68点
藤井寺市西大井                 三宅家資料              一括

・外環高架下収蔵庫         7,592箱    大恩寺資料              一括

藤井寺市西古室                 前西家資料              22件
・志紀収蔵庫            3,097箱   C その他の資料
八尾市志紀町西                 。文化財調査事務所
。北部収蔵庫            3,099箱    図面資料           4,777ケ ース

摂津市鳥飼中                   写真資料           7,123ケ ース

。東大阪文化財収蔵庫        73,900箱    台帳                2658冊
東大阪市長田東                 パネル               705点
。文化財調査事務所          9211箱    図書               3,3493冊
堺市竹城台

合計 154,080箱

平成17年度大阪府教育委員会文化財保護課刊行物一覧

<平成17年度大阪府教育委員会文化財保護課刊行物>
大阪府埋蔵文化財調査報告

2005-l  F萱 振遺跡・Ⅱ』
2005-2  F福 井遺跡・Ⅱ』
2005-3  F雁 屋遺跡』
2005-4  『吉井遺跡』
2005-5  F大 堀遺跡』
2005-6  『新堂遺跡』
2005-7  F新 上小阪遺跡』

概要報告

『蔀屋北遺跡発掘調査概要・皿』

『蔀屋北遺跡発掘調査概要・Ⅳ』

『蔀屋北遺跡発掘調査概要・V』

『陶器千塚・陶器遺跡発掘調査概要・Ⅱ』

『中畑遺跡発掘調査概要・Ⅱ』

『加納古墳群・平石古墳群発掘調査概要V』

『千里遺跡群発掘調査概要』

『安威遺跡・安威城跡発掘調査概要』

『桑原遺跡発掘調査概要』

『大阪府教育委員会文化財調査事務所年報 。9』
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―
 平成17年度資料の貸出・掲載 。閲覧事業一覧 

―
長期貸出資料
番号 貸 出・展 示 先 遺 跡 名 資 料 名 点数 備 考
1 九州国立博物館 陶邑窯跡群 須恵器 展示

2 富田林土木事務所
(大阪府立狭山池博物館 )

池尻城跡 冑金 1 展示

大和川今池遺跡 鋤 1

3 大阪府立 ドーンセンター 大坂城跡 美濃焼 8 展示

志野焼 2

中国製白磁 1

青花 1

ベ トナム製色絵皿 1

4 大阪府立西成高校 喜志遺跡 弥生土器 1 展示

八尾南遺跡 土師器 5

萱振遺跡 土師器 1

崇禅寺遺跡 須恵器 10

陶器南遺跡 須恵器 一括

写真パネル等 3

5 大阪府立大手前高等学校 大坂城跡 金箔瓦 3 展示

重圏文軒丸瓦等 2

須恵器 1

白磁 1

美濃焼 1

青 花 1

天目茶碗 1

分銅 1

鍔 1

第 1

写真パネル等 4

大阪府立三回丘高等学校 向泉寺跡 軒九瓦 10 展示

軒平瓦 8

鬼瓦 3

雁振瓦 1

瓦 器 7

土師皿

暦鉢 1

土師質羽釜 1

陶磁器 5

硯 1

大阪府立茨田高等学校 茨田安田遺跡 弥生土器 2 展示

須恵器

土師器 14

瓦器 34

磁器 2

砥石 1

口ＨＨ製
木

土錘 1

キセル 1

加工骨 1

展示パネル

大阪府立四Tlk畷高校 雁屋遺跡 弥生土器 20 展示

土師器 1

須恵器 6

木器

石器

青銅製品

更良岡山 1号墳 埴輪 1

9 大阪府立八尾北高校 萱振遺跡 弥生土器 4 展示

土師器 1

須恵器 5

埴輪

勾玉など

写真パネル等 一式

10 能勢町歴史資料室 大里遺跡 弥生土器 展示

土師器 7
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番号 貸 出・展 示 先 遺 跡 名 資 料 名 点数 備  考
須恵器

石包丁 4

石斧

石鏃
ワ
イ

石錘 1

上椿遺跡 須恵器 1

尾道遺跡 円面硯 1

須恵器 3

土師器 1

九ノ坪遺跡 黒色土器
つ
々

土師器

豊能町立郷土資料館 禁野城遺跡 瓦器碗等 民示

土師器 4

須恵器

砥石 1

久田市立博物館 吉志部瓦窯 復弁八葉蓮華紋軒丸瓦 1 展示

匂整唐草紋軒平瓦 1

録釉陶器片

禄釉瓦片

窯道具

13 藤井寺市立図書館展示室 三 ツ塚古増 J｀ /4Jl嚇羅 1 壁示

14 美原町立みはら歴史博物館 余部遺跡 瓦緬
つ
々 展示

瓦器皿

瓦質羽釜 1

土師器皿 1

舜型片 29

備羽 口片

映製刀子 1

青銅製品 2

映塊系遺物 7

砥石 7

太子町立竹ノ内街道歴史資料館 伽山古墓 銀製帯金具 (複製) 一 言 醸 禾

池上曽根弥生学習館 池上曽根遺跡 発化米 1ケース 展示

和泉市いずみの国歴史館 府中遺跡 赤生土器 展示

哨重 2

坂本寺遺跡 汗丸瓦 5

軒平瓦

大園遺跡 有舌尖頭器 2

勾玉 3

街錘軍 1

池上曽根遺跡 泳生土器

木製品 つ
々

大型石包丁 2

石斧 11

石槍 5

炭弾 3

石錘 2

翡翠勾玉 1

旨玉 5

ガラス片 3

骨角器 7

獣骨 1

寛角 l

鋼鏃 2

入稜鏡 1

文字瓦 1

池田寺跡 文字瓦、軒丸瓦、軒平瓦など

信太寺跡 文字瓦、軒丸瓦、軒平瓦など 6

和泉寺 軒平瓦など 6

18 サイエンス・サテライト 三軒屋遺跡 縄文土器 1 展示

池上曽根遺跡 赤生土器 1

19 吉志部神社 吉志部瓦窯 単弁十六葉蓮華文軒丸瓦 1 展示

平瓦 ユ
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番号 貸 出・展 示 先 遺 跡 名 資 料 名 点数 備 考
録メ由瓦片 2

トチン つ
る

葛石市教育委員会 太園古墳 喧輪片他 100箱 展示

泉佐野市教育委員会 と町・上町東 ,大西・中開・

瞳田池 。日根野 。長滝遺跡他
泉佐野市域における空港連絡
道路 。連絡鉄道事業に伴う発

掘調査出土遺物

1,852箱 資料整理

つ
る 限津市教育委員会 凋和池遺跡 土器・石器など 75弁自 展示
つ
々 荷立弥生文化博物館 コツ池遺跡 土器・石器など 552弁箇 展示

也上曽根遺跡 土器・石器など 83箱
つ
々 国立歴史民俗博物館 也上曽根遺跡 石庖丁など 3点 罠示

短期資料貸出

番号 依 頼 者 遺 跡 名 資 料 名 点 数 用 途
1 発掘された日本列島展実行委員会 也上曽根遺跡 勾玉 1 憂示

2 柏原市立歴史資料館 占室證跡瓦窯 軒瓦 嚢示

3 入尾市歴史民俗資料館 童山 1号墳 円筒埴輪 1 霊示

4 lE人 学和田城跡 陶磁器 16 議演資料

5 個人 匂邑窯跡群 須恵器 10 議演資料

6 lE人 旬邑窯跡群 須恵器 10 喬演資料

7 佃泉市いずみの国歴史館 信太寺跡 軒瓦 民示

池田寺跡 軒瓦・石製品

坂本寺跡 軒瓦 1

和泉寺跡 軒瓦

秦廃寺 軒瓦

8 大谷女子大学博物館 萱振 1号墳 円筒埴輪 1 竪示

津堂城山古墳 円筒埴輪
つ
々

高塚山古墳 円筒埴輸

伸津姫陵古墳外堤 円筒埴輪
つ
々

9 宵立中之島図書館 徐持寺遺跡 文字瓦 1 FA示

陶器糧跡 文字瓦 1

長曽根遺跡 墨書土器 1

新堂廃寺 文字瓦 1

菱木下遺跡 文字瓦
つ
々

大坂城跡 文字瓦 1

大坂城下層、石山本願寺 将棋駒 ７
‘

府立近つ飛鳥博物館 陶邑窯跡群 TK73 須恵器 8 民示

陶邑窯跡群 TK85 須恵器 4

陶邑窯跡群 TK83 須恵器

陶邑窯跡群 TK13 須恵器

陶邑窯跡群 TK109 須恵器

陶邑窯跡群 MT216 須恵器 1

陶邑窯跡群 TK218 須恵器

陶邑窯跡群 TK85 須恵器

陶邑窯跡群 TG44 須恵器 1

陶邑窯跡群 KM128 須恵器 1

陶邑窯跡群 TG63 須恵器

陶邑窯跡群 KM3 須恵器

陶邑窯跡群 TG61 須恵器
，
′

陶邑窯跡群 TG32 須恵器

陶邑窯跡群 TG206 須恵器 4

陶邑窯跡群 TGll 須恵器

陶邑窯跡群 TG222 領恵器 2

陶邑窯跡群 TG40 須恵器
つ
々

陶邑窯跡群 KM301 須恵器

陶邑窯跡群 KM226 須恵器

陶邑窯跡群 KM131 須恵器

陶邑窯跡群 KM29 須恵器 6

陶邑窯跡群 KM35 須恵器 7

陶邑窯跡群 MT220 煩恵器 6

陶邑窯跡群 TK230 須恵器

野々井遺跡 17号増 須恵器 11

蔀屋北遺跡 土製品 1
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番号 依 頼 者 遺 跡 名 資 料 名 点数 用 途
個人 秦廃寺 軒瓦

つ
々 講演資料

12 (財)大阪府文化財センター 竜弘寺遺跡 小銅鐸 l 展示

(財)大阪府文化財センター 徐持寺遺跡 須恵器 展示

徐持寺遺跡 喧輪
つ
々

電弘寺遺跡 須恵器

弦賀県立安土城考古博物館 芯神陵古墳外堤 埴輪 14 展示

単堂城山古墳 円筒埴輪

仲津姫陵古墳外堤 円筒埴輪

西小山吉墳 喧輪

画陵古墳 円筒埴輪

走子町竹内街道歴史資料館 シシヨツカ古墳 鉄製品など 20 罠示

bll納 2号墳 太刀 1

寛弘寺 75号墳 鉄製品

6 大阪市立大学・個人 陶邑窯跡群 TK13 炭 分析

7 (財)大阪府文化財センター 大谷池窯跡 須恵器 分析

8 (財)大阪府文化財センター 招提中町遺跡 弥生土器 分析

9 余良大学・個人 平尾遺跡 ルツボ 分析

20 (野)大阪府文化財センター 新堂廃寺 線亥」瓦 1 民不

信太寺跡 線刻瓦 1

つ
々 貝塚市教育委員会 男里遺跡 縄紋土器・弥生土器 ７

‘ 嚢示

写真など掲載許可

番号 依 頼 者 遺 跡 資 料 点  致 用途・備考

1 藤井寺市教育委員会 辞堂城山苗墳 喧輪検出状況写真 1 ホームページ

2 (財)大阪市文化財協会 御勝山古墳 外観全景写真 1 展示パネル

3 発掘された日本列島展実行委員会 池上曽根遺跡 勾玉写真 1 図録

4 第一学習社 大坂城跡 太閤枡写真 1 妻校教材副読本

5 PHP研 究所 南花田遺跡 ナイフ形石器集合写真 1 文庫本

翼状剥片集合写真 1

6 柏原市立歴史民俗資料館 古室遺跡瓦窯 軒瓦写真 図録

7 大阪日日新聞 加美遺跡 た濫算童 1 新聞

個人 和泉国分寺 瓦出土状況写真 1 羊術雑誌

吉川弘文館 中津姫陵古墳 埴輪写真 1 革行本

応神天皇陵古墳 喧輪写真 1

(財)大阪府文化財センター 福井遺跡 航空写真 服告書

北加納地区公民館 シシヨツカ古墳 外観全景写真 1 展示パネル

12 河内長野市立郷土資料館 池上曽根遺跡 方形周溝墓群写真 1 図録・展示パネル

13 伊万里市市史編纂室 占市古墳群 航空写真 1 市史

岩波書店 祈堂廃寺 シビ写真 1 単行本

界市広報部 昭和池遺跡 石鏃写真 1 広報誌

新日本出版社 三塚古墳群 航空写真 1 単行本

界市広報部 昭和池遺跡 鉄鏃写真 1 広報誌

個人 御旅山古墳 三角縁神獣鏡写真 1 単行本

鷺国KBS放 送局 蔀屋北遺跡 船形木製品 1 特集番組
コンキ形土器 1

20 NHK大 阪放送局 大坂城跡 太閤枡 1 持集番組

冬陽社 陶邑窯跡群 須恵器集合写真 1 羊校教材副読本

22 日本歴史学会 シシヨツカ吉墳 外観全景写真 1 羊術雑誌

アカハゲ古墳 朴観全景写真 1

ツカマ リ古増 外観全景写真 1

シシヨツカ古墳 百室写真 1

シシヨツカ古墳 当土土器・玉・刀写真 3

23 泉佐野市教育委員会 三軒家遺跡 畳構写真 7 市史

檀波羅蜜寺跡 杭空写真 1

24 八尾市歴史民俗資料館 堂山 l号墳 置構写真 2 図録

出土埴輪・鉄製品など写真

御旅山古墳 外観全景写真 1

置物出土状況写真 1

三角縁神獣鏡など写真 3

界市広報部 掏邑窯跡群 煩薫器集合写真 2 広報誌
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番号 依 頼 者 遺   跡 資  料 点数 用途・備考
つ
々 貝塚市教育委員会 男里糧跡 出土土器写真 7 図録
つ
々 個人 紅茸山南遺跡 置構写真 10 講演スライド

個人 蔀屋北遺跡 滑石製品計測表 一 拭 学術雑誌

和泉市いずみの国歴史館 信太寺跡 瓦写真 図録

池田寺跡 瓦写真

石製 品写真 1

坂本寺跡 瓦写真 1

和泉寺跡 瓦写真

黍廃寺 瓦写真

30 マルチクリエイト 陶邑窯跡群 須恵器写真 1 華校教材副読本

萱振遺跡 土師器写真 1

大阪書籍 はさみ山遺跡 旧石器時代復元住居写真 1 羊校教材副読本

陶邑窯跡群 復元のぼり窯写真 1

つ
々 日本考古学協会 ツカマリ古墳 外観全景写真 幸術雑誌

個人 岸和田城跡 外観全景写真 単行本

出土鉄製品・陶磁器写真

陶器遺跡 出土陶磁器写真 1

堺環濠都市遺跡 出土タイ産陶磁器 1

大坂城跡 調査状況写真 1

出土金箔瓦・太閤枡写真

34 個人 余部遺跡 調査状況写真 議演スライド

岡遺跡 調査状況写真

新泉社 池上曽根遺跡 調査状況写真 8 単行本

36 4E人 陶邑窯跡群 須恵器集合写真 1 革行本

調査状況写真 1

大阪府立近つ飛′鳥博物館 陶邑窯跡群 調査状況写真 図録

須恵器集合写真

38 ポプラ社 池島遺跡 称生時代水田遺構写具 1 当行本

39 個人 大師山古墳 遺構図面写真 1 芸術雑誌

出土石製品・鏡写真

40 個人 秦廃寺 瓦写真・拓本 2 挙術雑誌

41 タイムス ツカマリ古墳 外観全景写真 1 新聞

42 四条畷市教育委員会 雁屋遺跡 赤生時代線刻土器写興 1 市史

蔀屋北遺跡 遺構写真

出土鉄製品写真 1

43 (財)大阪府文化財センター 寛弘寺遺跡 航空写真 1 図録

遺構写真 1

新庄遺跡 置構写真 1

44 デアゴステイーニジャパン 大坂城跡 太閤枡写真 1 准誌

45 (財)大阪府文化財センター 総持寺遺跡 置構モザイクパネル 1 畏示パネル

福井遺跡 遺構モザイクパネル 1

総持寺遺跡 航空写真・遺構写真 ヨ録

西福井遺跡 航空写真・遺構写真 1

寛弘寺遺跡 航空写真・遺構写真
46 ペンハウス 陶邑窯跡群 泉北考古資料館展示風景写真 単行本

47 滋賀県立安土城博物館 中津姫陵古墳 遺構写真 コ録

48 吹田市教育委員会 吉志部瓦窯 遺構写真 1 児地説明板

49 (財)大阪府文化財センター 百済寺跡 瓦拓本 報告書

50 大阪府立泉大津高校 信太千塚古墳群 埴輪写真 1 図録

土玉写真 1

藤井寺市教育委員会 シシヨツカ古墳 銅杏状況写真 1 ガイドブック

出土須恵器写真 1

衣縫廃寺 瓦写真 1

52 個人 陶邑窯跡群 泉北考古資料館展示風景写真 1 学術雑誌

観音寺遺跡 堅土蛸壺集合写真 1

仁徳天皇陵古墳 慌空写真 l

陶器遺跡 出土須恵器集合写真

個人 陶邑窯跡群 出土須恵器写真 学術雑誌

出土須恵器集合写真 6

復元のばり窯写真 1

田井 中遺跡 称生土器集合写真 l

亀井遺跡 称生土器写真 l

雁屋遺跡 赤生土器集合写真 1
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番号 依 頼 者 遺  跡 資  料 点数 用途・備考

池上曽根遺跡 林生土器集合写真 2

雁屋遺跡 侯刻土器写真 1

雁屋遺跡 置構写真 1

寺空創造 陶邑窯跡群 泉北考古資料館展示風景写真 2 単行本

界市立博物飽 平尾遺跡 男土石製品・硯写員 1 広報誌

56 太子町立竹内街道歴史資料館 シシヨツカ古墳 遺構写真 2 図録

出土鉄製品など写真

加納 2号墳 置構写真 2

アカハゲ古増 直構写真 2

ツカマリ古壻 置構写冥 2

寛弘寺古墳群 自構写真 4

出土鉄製品など写真 10

和泉市教育委員会 信太寺跡 保刻瓦写真 2 市史

58 (財)大阪府文化財センター 寛弘寺遺跡 警穴住居写真 1 図録・パネル

自構航空写真 1

資料閲覧

番号 所 属 遺 跡 名 資 料 内 容 保 管 場 所 目 的
1 |ヒ海道大学総合博物館 陶邑窯跡群 須恵器 泉北考古資料館 学術研究
大谷女子大学 仲津姫陵古墳外晃 円筒埴輪 調査事務所

高槻市埋蔵文化財センター 幸堂遺跡 中世土器 太井収蔵庫

大阪大学 土師ノ里遺跡 土師器 調査事務所

大阪市立大学 陶邑窯跡群 TK13号窯 仄原の炭 泉北収蔵庫

千早赤阪村教育委員会 界環浜都市遺跡 石塔

(財)大阪府文化財センター 招提中町遺跡 軒瓦 羽査事務所

10 NPO法人国際文化財研究所
韓ネ申大学   慶北大学

蔀屋北遺跡 諄式系土器・須恵器

大手前大学 中百舌鳥遺跡 。大坂城跡 近世・近代 の陶磁器 泉北収蔵庫
つ
々 名古屋大学 河内国分寺跡 汗瓦 泉北考古資料館
大手前大学 中百舌鳥遺跡 。大坂城跡 近世 。近代の陶磁器 泉北収蔵庫

大谷女子大学 高塚山古墳 円筒埴輪 調査事務所

早堂城山吉墳・萱振 1号墳・

仲津姫陵古墳外晃・高塚山古
噴

展示計画

(財)大阪市文化財協会 部屋北遺跡 ・寺 田遺跡 骨石製品 学術研究

17 京都大学 萱振 1号墳 円筒埴輪

忠清文化財研究所 陶邑窯跡群・陶器遺跡・蔀屋
北遺跡・寺田遺跡

須恵器 泉北考古資料館・

調杏事務所
つ
々 立命館大学 部屋北遺跡 製塩土器 調査事務所
つ
々 京都大学 萱振 1号墳 。土師ノ里遺跡 円筒埴輪

形象埴輪

青山古墳群 。日置荘埴輪窯 円筒埴輪

淡輪遺跡・府中遺跡 4毛紋土器

(財)大阪府文化財センター 百済寺跡 軒瓦 泉北考古資料館 報告書作成

FEl泉市教育委員会 佃泉寺跡・信太寺跡・坂本寺
弥・秦廃寺

軒瓦・道具瓦 調査事務所 展示計画

28 僕方市教育委員会 棗廃寺 軒瓦 学術研究

29 京郭大学 淡輪遺跡 隠紋土器

30

塀市埋蔵文化財センター 界環涙都市遺跡・大坂城跡 書朝陶磁 泉北収蔵庫
つ
々 和泉市教育委員会 也田寺跡 汗瓦 。土器・石製品 展示計画

33 京都大学 炎輪遺跡 健紋土器 調査事務所 学術研究

(財)大阪府文化財センター 百済寺跡 舒瓦 報告書作成

京都大学 上遺跡 健紋土器 長田収蔵庫 学術研究

７
ｒ 藤森古墳 朕製品 調査事務所
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番号 所 属 遺 跡 名 資 料 内 容 保 管 場 所 目 的
38 狐塚古墳・弁天山D2号墳

寛弘寺 1号墳・野間中古墳
板持 3号墳・ネ申山丑神古墳群
亀井遺跡・名古山古墳

映製品

大谷女子大学 矢倉吉墳・青山古墳群 。大坂
城下層遺跡

円筒埴輪

40 (財)大阪府文化財センター 大谷池窯跡 須恵器 泉北考古資料館 報告書作成

41 明治大学 陶邑窯跡群 学術研究
刀
仕 大谷女子大学 青山古墳群 円筒埴輪 調査事務所

43 島根県古代文化センター シシヨツカ古墳・弁天山 D4
号墳・初田 2号墳・牛石 7号
墳・檜尾塚原 6号墳、8号墳、
9号増

ガラス玉

44 熊本大学 藤森古墳・寛弘寺 1号墳、75
号墳・牛石7号墳・板持3号墳・

名古山古墳 。みかん山古墳群

鉄製品

45 愛媛大学 陶邑窯跡群 須恵器 泉北考古資料毎

46 駒澤大学 深田遺跡・観音寺遺跡・陶器
遺跡

調査事務所

47 ミ都大学 欠宝寺遺跡・萱振遺跡 き式土師器

48

49 ま清文化財研究所 匂邑窯跡群・陶器遺跡・部屋
|ヒ遺跡 。寺田遺跡

煩恵器 泉北考古資料館・

調査事務所

50 秦土城考古博物館 応神天皇陵古墳・津堂城山古
墳・仲津姫陵古墳外堤・仲哀
天皇陵古墳・仁賢天皇陵古墳・

西小山古墳・西陵古墳

円筒埴輪・形象埴輪 調査事務所 展示計画

富田林市教育委員会 お亀石吉墳 瓦 学術研究

琵児島県埋蔵文化財センター 旬邑窯跡群・陶器遺跡 須恵器 泉北考古資料館・

調査事務所

(財)大阪府文化財センター 昭提中町遺跡 弥生土器 掘査事務所 服告書作成

筑波大学 陶邑窯跡群 須恵器 泉北考古資料館 娑術研究

55 陶邑窯跡群・観音寺遺跡・陶
器遺跡

泉北考古資料館・

掘査事務所

56 大阪大学 八尾南遺跡・国府遺跡・西大
井遺跡・はさみ山遺跡

旧石器 調査事務所

(財)大阪府文化財センター 幻邑窯跡群・堂山一号墳 須恵器 泉北考古資料館 報告書作成

徐合地球環境学研究所 木の本遺跡・田井中遺跡 木製品 羽査事務所 羊術研究

(財)大阪府文化財センター 総持寺古墳群・寛弘寺古墳群 埴輪・須恵器 巽小計 回

60 太子町教育委員会 シシヨツカ古墳・加納二号墳・

寛弘寺 75号墳
ガラス玉・鉄製品 。

須恵器

大野城市教育委員会 陶邑窯跡群 須恵器 泉北考古資料館 報告書作成

62 (財)大阪府文化財センター 新堂廃寺・信太寺跡 線刻瓦 劃査事務所 罠示計画
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課長

参事

【文化財保護課】
TEL 06 (6941)0351 (イ t表 )

■

■

■

■

■

■

■

■

■

資料総括

主査 大野 薫

調査第一総括

主査 岩崎二郎

調査第二総括

主査 西口陽一

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

主査 一瀬和夫  発掘調査・調整・指導 (豊能・三島)

主査 辻本 武  発掘調査・調整・指導 (中・北河内)

技師 奥 和之  発掘調査

技師 岩瀬 透  発掘調査

技師 横田 明  発掘調査

技師 井西貫子  発掘調査

技師 岡田 賢  発掘調査

技師 小川裕見子 発掘調査

主査 藤澤真依  発掘調査・調整・指導 (泉州)

技師 桝本 哲  発掘調査

技師 上林史朗  発掘調査

技師 阿部幸一  発掘調査

技師 三木 弘  発掘調査

技師 地村邦夫  発掘調査

技師 杉本清美  発掘調査

技師 関 真一  発孤調査

■

■

■

平成17年度文化財保護課 。文化財調査事務所組織図

保存管理グループ

指定文化財グループ

調査管理グループ

分室長 (参事)

玉井 功

調査第一グループ

調査第一補佐

瀬川 健

調査第ニグループ

調査第二補佐

高島 徹

【文化財調査事務所】
TEL 072 (291)7401

■ ■ ■ ■ ■ 由 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

主査 橋本高明  センター指導・調整、事業量調査等
  :

主査 大崎喜久雄 積算及び竣二等           ■

技師 林日佐子  遺物整理、泉北考古資料館協力等   ・
■

技師 藤田道子  遺物整理等

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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